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紀
伊
国
造
の
成
立
と
展
開

鈴　

木　

正　

信

一
　
は
じ
め
に

　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十
「
国
造
本
紀
」（
以
下
『
国
造
本
紀
』
と
略
記
）に
は
、

お
よ
そ
一
三
〇
に
及
ぶ
国
造
の
始
祖
と
任
命
時
期
、
そ
し
て
系
譜
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
記
事
内
容
は
実
に
様
々
で
あ
る
が
、
中
に
は
複
数
の
国
造
が
同

じ
始
祖
を
共
有
し
て
い
る
場
合
や
、
他
の
国
造
と
同
祖
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す

る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
造
の
間
に
形
成
さ

れ
た
同
祖
系
譜
の
存
在
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
同
祖
系
譜
は
、
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
す

で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
太
田
亮
氏
は
そ
れ

を
皇
別
・
天
神
・
天
孫
・
地
祇
・
未
詳
に
大
別
し
、
さ
ら
に
皇
別
を
神
武
系
・

孝
昭
系
な
ど
六
系
統
、
天
孫
を
凡
河
内
氏
系
・
出
雲
氏
系
な
ど
七
系
統
、
天
神

を
高
魂
尊
系
・
神
魂
尊
系
な
ど
三
系
統
、
地
祇
諸
氏
を
大
和
氏
系
・
三
輪
氏
系

な
ど
四
系
統
、
出
自
未
詳
を
天
湯
津
彦
系
・
天
韓
襲
命
系
な
ど
四
系
統
、
こ
れ

ら
計
二
四
系
統
に
分
類
し
た（
１
）。ま

た
、鎌
田
純
一
氏
は
史
料
ご
と
に
分
類
を
行
い
、

『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
紀
』
と
略
記
）に
見
え
る
国
造
の
系
譜
を
十
三
系
統
、『
古

事
記
』（
以
下
『
記
』
と
略
記
）を
十
一
系
統
、『
国
造
本
紀
』
を
二
九
系
統
と
し
、

計
四
七
系
統（
重
複
を
除
く
）に
細
分
化
し
た（
２
）。

そ
の
後
も
、
新
野
直
吉
氏
は

諸
史
料
を
勘
案
し
て
計
二
五
系
統
に（
３
）、

篠
川
賢
氏
は
『
国
造
本
紀
』
の
系
譜
を

計
十
七
系
統
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
を
行
っ
て
い
る（
４
）。

　

そ
の
中
か
ら
本
稿
で
は
、
紀
直
氏
か
ら
輩
出
さ
れ
た
紀
伊
国
造
の
同
祖
系
譜

を
取
り
上
げ
る（
５
）。
ま
ず
『
国
造
本
紀
』
紀
伊
国
造
条
に
は
、

　
　

紀
伊
国
造

　
　
　

橿
原
朝
御
世
、
神
皇
産
霊
命
五
世
孫
、
天
道
根
命
定
賜
国
造
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
神
武
天
皇
の
時
代
に
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ（
６
）の
五
世
孫
に
当
た
る

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
が
、
初
代
の
紀
伊
国
造
に
任
命
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
同
じ
く
『
国
造
本
紀
』
石
見
国
造
条
・
葛
津
立
国
造
条
に
は
、

　
　

石
見
国
造

　
　
　

瑞
籬
朝
御
世
、紀
伊
国
造
同
祖
、蔭
佐
奈
朝
命
児
大
屋
古
命
、定
賜
国
造
。

　
　

葛
津
立
国
造

　
　
　

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、紀
直
同
祖
、大
名
草
彦
命
児
若
彦
命
、定
賜
国
造
。

と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
紀
伊
国
造
同
祖
」「
紀
直
同
祖
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二
つ
の
国
造
は
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）と
同
祖
関
係
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、『
国
造
本
紀
』
大
伯
・
吉
備
中
県
・
阿
武
・

淡
道
・
久
味
・
天
草
の
各
国
造
条
に
は
、

　
　

大
伯
国
造

　
　
　

軽
嶋
豊
明
朝
御
世
、
神
魂
命
七
世
孫
佐
紀
足
尼
、
定
賜
国
造
。

　
　

吉
備
中
県
国
造

　
　
　

瑞
籬
朝
御
世
、
神
魂
命
十
世
孫
明
石
彦
、
定
賜
国
造
。

　
　

阿
武
国
造

　
　
　

纏
向
日
代
朝
御
世
、
神
魂
命
十
姓
孫
味
波
々
命
、
定
賜
国
造
。

　
　

淡
道
国
造

　
　
　

難
波
高
津
朝
御
世
、
神
皇
産
霊
尊
九
世
孫
矢
口
足
尼
、
定
賜
国
造
。

　
　

久
味
国
造

　
　
　

軽
嶋
豊
明
朝
御
世
、
神
魂
尊
十
三
世
孫
伊
与
主
命
、
定
賜
国
造
。

　
　

天
草
国
造

　
　
　

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
神
魂
十
三
世
孫
建
嶋
松
命
、
定
賜
国
造
。

と
あ
り
、こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
後
裔
を
称
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
諸
国
造
は
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
し
て
、
紀
伊
国
造
と
同
祖
関
係
を
結
ん
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で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
各
国
造
の
本
拠
地
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ

て
い
る（
７
）。

こ
れ
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
が
【
図
１
】
で
あ
る
。

石
見
国
造
…
石
見
国
那
賀
郡
石
見
郷�

（
現
在
の
島
根
県
浜
田
市
）

大
伯
国
造
…
備
前
国
邑
久
郡
邑
久
郷�

（
現
在
の
岡
山
市
邑
久
町
）

吉
備
中
県
国
造
…
備
中
国
後
月
郡
県
主
郷�

（
現
在
の
岡
山
県
後
月
郡
）

阿
武
国
造
…
長
門
国
阿
武
郡
阿
武
郷�

（
現
在
の
山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
）

淡
道
国
造
…
淡
路
国
三
原
郡�

（
現
在
の
兵
庫
県
三
原
町
）

久
味
国
造
…
伊
予
国
久
味
郡�

（
現
在
の
愛
媛
県
松
山
市
久
米
窪
田
町
）

天
草
国
造
…
肥
後
国
天
草
郡
天
草
郷�

（
現
在
の
熊
本
県
天
草
町
）

葛
津
立
国
造
…
肥
前
国
藤
津
郡�

（
現
在
の
佐
賀
県
鹿
島
市
・
藤
津
郡
太
良
町
）

　

こ
れ
ら
の
諸
国
造
の
分
布
に
つ
い
て
篠
川
賢
氏
は
、
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）

も
含
め
全
て
の
国
造
が
西
日
本
の
沿
岸
地
域
を
本
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）が
対
外
交
渉
に
赴
く
際
の
海
上
交
通
を
媒
介
と
し
て
、

こ
う
し
た
同
祖
系
譜
が
形
成
さ
れ
た
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る（
８
）。
紀
直
氏
が

ヤ
マ
ト
王
権
の
対
外
交
渉
に
活
躍
し
た
こ
と
は
、「
紀
直
祖
豊
耳
」（『
紀
』
神

功
摂
政
元
年
二
月
条
）や
、「
紀
国
造
押
勝
」（『
同
』
敏
達
十
二
年（
五
八
三
）

七
月
丁
酉
条
・
十
月
条
、
後
掲
）の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
篠
川
氏
の

見
解
は
首
肯
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
諸
国
造
が
伝
え
る
系
譜
の
内
容
が
二

つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
点
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
紀
伊
国
造
を
は
じ

め
と
し
て
大
伯
・
吉
備
中
県
・
阿
武
・
淡
路
・
久
味
・
天
草
の
各
国
造
は
、
い

ず
れ
も
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
ま
で
そ
の
系
譜
を
遡
ら
せ
て
い
る
の
に
対
し
て（
下
線

部
）、
石
見
国
造
と
葛
津
立
国
造
の
二
国
造
は
、「
紀
伊
国
造
」
も
し
く
は
「
紀

直
」
と
同
祖
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
の
み
で（
波
線
部
）、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に

は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

は
た
し
て
、
こ
の
相
違
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
氏
族
系
譜

【図１】紀伊国造の同系国造の分布
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の
あ
り
方
が
現
実
の
氏
族
同
士
の
関
係
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば（
９
）、
そ
れ
は
観
念
的
に
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、

系
譜
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）の
実
態
を
何
ら
か
の
形
で

反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
で
は
紀
直
氏
の

始
祖
と
さ
れ
て
い
る
人
物（
神
格
）と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
同
祖
系
譜
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
紀
直
氏
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と

し
た
い
。

二
　
紀
直
氏
の
始
祖

　

紀
直
氏
に
関
連
す
る
系
譜（『
国
造
次
第
』『
紀
伊
国
造
系
図
』
な
ど
）の
特

に
神
代
部
分
に
登
場
し
、
か
つ
『
記
』『
紀
』
な
ど
の
他
史
料
で
も
紀
直
氏
の

始
祖
と
さ
れ
て
い
る
人
物（
神
格
）と
し
て
は
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
ア
メ
ノ
ミ
チ

ネ（『
国
造
次
第
』
で
は
初
代
）、ナ
グ
サ
ヒ
コ（
第
五
代
）、ウ
ジ
ヒ
コ（
第
六
代
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（（
（

。
ま
た
、
紀
直
氏
の
系
譜
に
は
見
え
て
い
な
い
が
、

他
史
料
に
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
登
場
す
る
人
物（
神
格
）に
は
、
ア
ラ
カ
ハ

ト
ベ
、
チ
ナ
ソ
、
ミ
ケ
モ
チ
、
ワ
カ
ヒ
コ
が
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
に
関
す
る

記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
つ
い
て
は
『
国
造
本
紀
』
紀
伊
国
造
条（
前
掲
）に
お
い
て
、

初
代
の
紀
伊
国
造
で
あ
る
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
五
世
孫
と
し
て
い

る
。
ま
た
『
新
撰
姓
氏
録
』（
以
下
『
姓
氏
録
』
と
略
記
）河
内
国
神
別 
紀
直

条
に
も
、

　
　

紀
直

　
　
　

神
魂
命
五
世
孫
天
道
根
命
之
後
也
。

と
あ
り
、
河
内
国
に
居
住
し
て
い
た
紀
直
氏
も
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
五
世
孫
で
あ

る
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
の
後
裔
を
称
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
同
』
和
泉
国
神
別 

紀

直
条
に
は
、

　
　

紀
直

　
　
　

神
魂
命
子
御
食
持
命
之
後
也
。

と
あ
り
、
和
泉
国
に
居
住
し
た
紀
直
氏
の
場
合
は
、
ミ
ケ
モ
チ
の
後
裔
を
称
し

て
い
る
が
、
や
は
り
そ
の
系
譜
を
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

　

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
は
『
国
造
次
第
』
に
「
第
一
代
、天
道
根
」
と
あ
る
ほ
か
、『
国

造
本
紀
』
序
文
に
「
以
天
道
根
命
、
為
紀
伊
国
造
」
と
あ
り
、
同
じ
く
『
同
』

紀
伊
国
造
条（
前
掲
）で
も
初
代
の
紀
伊
国
造
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た『
姓
氏
録
』

河
内
国
神
別 

紀
直
条（
前
掲
）で
も
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
五
世
孫
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ナ
グ
サ
ヒ
コ
は『
国
造
次
第
』に「
第
五
代
、大
名
草
彦
命
」と
あ
る
。
ま
た『
国

造
本
紀
』
葛
津
立
国
造
条（
前
掲
）は
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子
の
ワ
カ
ヒ
コ
を
初

代
の
葛
津
立
国
造
と
し
て
い
る
。『
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別 

大
村
直
条
に
は
、

　
　

大
村
直

　
　
　

紀
直
同
祖
。
大
名
草
彦
命
男
枳
弥
都
弥
命
之
後
也
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子
の
キ
ミ
ツ
ミ
を
大
村
直
の
始
祖
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
紀
直
氏
の
始
祖
と
明
記
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、「
紀
直
同
祖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
が
紀
直

氏
の
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ウ
ジ
ヒ
コ
は『
国
造
次
第
』に「
第
六
代
、于
遅
比
古
」と
あ
る
。
ま
た『
記
』

孝
元
段
に
は
「
木
国
造
之
祖
、
宇
豆
比
古
之
」、『
紀
』
景
行
三
年
二
月
庚
寅
条

に
は
「
紀
直
遠
祖
菟
道
彦
」、『
丹
生
祝
氏
本
系
帳
』
に
は
「
神
魂
命
〈
紀
伊
氏

祖
〉、
次
最
兄
坐
之
宇
遅
比
古
命
」
と
見
え
て
い
る
。

　

ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
は
『
記
』
崇
神
段
に
、

　
　

�
此
天
皇
、
娶
木
国
造
名
荒
河
刀
弁
之
女
〈
刀
弁
二
字
以
音
。〉
遠
津
年
魚

目
目
微
比
売
、
生
御
子
、
豊
木
入
日
子
命
。

と
あ
り
、紀
伊
国
造
の
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
の
女
で
あ
る
遠
津
年
魚
目
目
微
比
売
と
、

崇
神
天
皇
と
の
間
に
豊
木
入
日
子
命
が
所
生
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た

『
紀
』
崇
神
元
年
二
月
丙
寅
条
に
は
、
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（
四
）

　
　

�

又
妃
紀
伊
国
荒
河
戸
畔
女
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
、
生
豊
城
入
彦
命
、
豊
鍬

入
姫
命
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
を
紀
伊
国
造
と
記
し
て
は
い
な
い
が
、

『
記
』
崇
神
段
と
同
内
容
の
系
譜
が
見
え
て
い
る（

（（
（

。

　

チ
ナ
ソ
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
五
「
天
孫
本
紀
」（
以
下
『
天
孫
本
紀
』）に
、

　
　

�

建
斗
米
命
。
天
戸
目
命
之
子
。
此
命
、
紀
伊
国
造
智
名
曾
妹
中
名
草
姫
為

妻
、
生
六
男
一
女
。

と
あ
り
、
紀
伊
国
造
と
し
て
見
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
チ
ナ
ソ
の
妹
の
中
名
草

姫
と
、
建
斗
米
命
が
婚
姻
し
て
、
六
男
一
女
を
生
ん
だ
と
伝
え
て
い
る
。

　

ミ
ケ
モ
チ
は
『
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別 

紀
直
条（
前
掲
）に
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ

の
子
と
し
て
見
え
て
い
る
。
ま
た
『
神
代
本
紀
』
に
は
、

　
　

次
神
皇
産
霊
尊
。〈
亦
云
神
魂
尊
。〉

　
　
　

児
天
御
食
持
命
。〈
紀
伊
直
等
祖
。〉

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
ミ
ケ
モ
チ
は
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
さ
れ
、
紀
直
氏
の
始
祖

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
姓
氏
録
』
で
ミ
ケ
モ
チ
を
始
祖
と
し

て
い
る
の
は
、和
泉
国
に
居
住
す
る
傍
流
の
紀
直
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

『
神
代
本
紀
』
に
見
え
る
「
紀
伊
直
」
も
同
様
に
和
泉
国
の
紀
直
氏
を
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ワ
カ
ヒ
コ
は
『
国
造
本
紀
』
葛
津
立
国
造
条（
前
掲
）で
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子

と
し
て
見
え
、初
代
の
葛
津
立
国
造
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た『
肥
前
国
風
土
記
』

藤
津
郡
能
美
郷
条
で
は
、

　
　

�

能
美
郷
。〈
在
郡
東
。〉
昔
者
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、
行
幸
之
時
、
此

里
有
土
蜘
蛛
三
人
。〈
兄
名
大
白
、
次
名
中
白
、
弟
名
少
白
。〉
此
人
等
、

造
堡
隠
居
、
不
肯
降
服
。
爾
時
、
遣
陪
従
紀
直
等
祖
穉
日
子
、
以
且
誅
滅
。

於
茲
、
大
白
等
三
人
、
但
叩
頭
、
陳
己
罪
過
、
共
乞
更
生
。
因
曰
能
美
郷
。

と
あ
り
、景
行
天
皇
が
こ
の
地
に
巡
幸
し
た
際
、三
人
の
土
蜘
蛛
が
従
わ
な
か
っ

た
た
め
、
紀
直
氏
の
始
祖
で
あ
る
ワ
カ
ヒ
コ
を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
土
蜘
蛛
の

一
人
が
「
叩
頭
て
」
謝
罪
し
て
命
乞
い
を
し
た
こ
と
か
ら
、
能
美
と
い
う
地
名

が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
伝
承
で
は
、
ワ
カ
ヒ
コ
を
紀
直
氏
の
始
祖
と
明
記

し
て
い
る
。

　

以
上
が
、紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
諸
史
料
に
登
場
す
る
人
物（
神
格
）で
あ
る
。

こ
の
う
ち
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・
ウ
ジ
ヒ
コ
は
『
国
造
次
第
』
に
見

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、少
な
く
と
も
こ
れ
が
成
立
し
た
貞
観
十
六
年（
八
七
四
）、

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
『
国
造
次
第
』
の
原
史
料
が
成
立
し
た
段
階
に
お
け
る
紀

直
氏
の
本
宗
に
お
い
て
、
自
ら
に
直
接
つ
な
が
る
始
祖
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
・
チ
ナ
ソ
は
、
紀
伊
国
造

と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
国
造
次
第
』
に
見
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は

一
見
す
る
と
、
矛
盾
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
紀
直
氏
が
複
数
の
系

統
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば（

（（
（

、
両
者
は
紀
直
氏
の
本
宗
の

人
々
と
は
、
別
の
系
統
の
人
々
に
よ
っ
て
始
祖
と
仰
が
れ
た
人
物
で
あ
る
と
解

釈
で
き
る
。
ま
た
、ミ
ケ
モ
チ
は
和
泉
国
の
紀
直
氏
に
と
っ
て
の
始
祖
で
あ
る
。

ワ
カ
ヒ
コ
も
紀
伊
国
の
紀
直
氏
で
は
な
く
、
葛
津
立
国
造
を
輩
出
し
た
氏
族
に

と
っ
て
の
「
別
祖
」
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、

ａ
．
紀
直
氏
の
本
宗
に
と
っ
て
の
始
祖

　
　
　

カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
、
ウ
ジ
ヒ
コ

ｂ
．�

紀
直
氏
の
本
宗
と
は
別
の
系
統
で
あ
る
が
、
か
つ
て
紀
伊
国
造
を
輩
出

し
た
こ
と
の
あ
る
系
統
に
と
っ
て
の
始
祖

　
　
　

ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
、
チ
ナ
ソ

ｃ
．�

紀
直
氏
の
本
宗
と
は
別
の
系
統
で
あ
り
、
し
か
も
紀
伊
国
造
を
輩
出
し

た
こ
と
の
な
い
系
統
に
と
っ
て
の
始
祖

　
　
　
　

ミ
ケ
モ
チ
、
ワ
カ
ヒ
コ

と
い
う
三
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
紀
直
氏
と

い
う
集
団
が
『
国
造
次
第
』
に
記
さ
れ
た
本
宗
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
登
場
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し
な
い
複
数
の
系
統
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま

ず
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三
　
始
祖
の
名
義
と
初
見
年
代

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
始
祖
の
名
義
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
に
地
名
を
冠

す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
、
ウ
ジ
ヒ

コ
、
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
、
キ
ミ
ツ
ミ
、
ワ
カ
ヒ
コ
で
あ
る
。

　

ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
ナ
グ
サ
」
は
、
紀
伊
国
名
草
郡
の
郡
名

に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ナ
グ
サ
と
い
う
地
名
は
行
政
区
画
と
し
て
は

現
在
残
っ
て
お
ら
ず
、
名
草
山
な
ど
に
遺
称
を
留
め
る
の
み
で
あ
る
が
、
所
管

す
る
郷
な
ど
か
ら
、
古
代
の
名
草
郡
域
は
現
在
の
和
歌
山
市
・
海
南
市
に
ほ
ぼ

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
郡
名
と
し
て
の
ナ
グ
サ
は『
続
日
本
紀
』（
以
下『
続

紀
』
と
略
記
）大
宝
三
年（
七
〇
三
）五
月
己
亥
条
に
、

　
　

�

令
紀
伊
国
奈
我
・
名
草
二
郡
停
布
調
献
糸
。
但
阿
提
・
飯
高
・
牟
漏
三
郡

献
銀
也
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
年
代
は
未
詳
で
あ
る
が
藤
原
宮
出
土
木

簡（『
飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
六
）に
も
、

・
名
草
郡
□

・
□
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
８
１

と
記
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
紀
』
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
六
月
丁
巳

条
に
は
、

　
　

軍
至
名
草
邑
。
則
誅
名
草
戸
畔
者
。〈
戸
畔
。
此
云
妬
轂
。〉（
略
）

と
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
名
草
邑
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
名
に
採
用
さ

れ
る
以
前
よ
り
ナ
グ
サ
と
い
う
地
名
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ウ
ジ
ヒ
コ
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
ウ
ジ
」
は
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
宇
治
藪

下
・
宇
治
家
裏
・
宇
治
鉄
砲
場
な
ど
を
遺
称
地
名
と
す
る
。
近
接
す
る
新
魚
町

に
は
宇
治
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
南
西
の
西
布
教
町
・
一
筋
目
付
近
に
は
交

差
点
な
ど
の
名
称
と
し
て
も
見
え
る
。『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
五
縁
に
は
、

　
　

�

大
花
位
大
部
屋
栖
野
古
連
公
者
、紀
伊
国
名
草
郡
宇
治
大
伴
連
等
先
祖
也
。

天
年
澄
情
、
重
尊
三
寶
。
案
本
記
曰（
略
）

と
見
え
て
お
り
、
古
代
か
ら
紀
伊
国
名
草
郡
内
の
小
地
名
と
し
て
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
ア
ラ
カ
ハ
」
は
、
紀
伊
国
那
賀
郡

荒
川
郷
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
ア
ラ
カ
ハ
と
い
う
行
政
地
名
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
紀
の
川
市
桃
山
町
市
場
・
桃
山
町
元（
旧
那
賀
郡
桃
山

町
）に
所
在
す
る
学
校
な
ど
に
そ
の
名
を
留
め
て
お
り
、
こ
の
付
近
に
比
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
名
は
、
平
城
宮
出
土
木
簡（『
平
城
宮
木
簡
』

二
─
二
二
六
六
）に
、

　
　

・
荒
河
郷
酒
米
五
斗

　
　

・
賀
美
里　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
５
・
24
・
６　

０
３
２

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
に
は
郷
と
里
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
木
簡
の
年
代
は
郷
里
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
霊
亀
元
年
～
天
平
十
二
年

（
七
一
五
～
七
四
〇
）と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
平
十
七（
七
四
五
）年
九
月

二
十
一
日
「
優
婆
塞
貢
進
文
」（『
大
日
古
』
二
五
─
一
三
一
）に
も
、

　
　

�

日
置
造
石
足
。〈
年
十
九
。
紀
伊
国
名〔
加
脱
ヵ
〕

郡
荒
川
郷
戸
主
日
置
造
白
麻
呂
戸

口
。〉

と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
ア
ラ
カ
ハ
と
い
う
地
名
は
八
世
紀
初

頭
に
は
那
賀
郡
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ワ
カ
ヒ
コ
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
ワ
カ
」
は
、
紀
ノ
川
河
口
の
景
勝
地
で
あ

る
和
歌
浦
の
「
ワ
カ
」
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
地
名
は
、
聖
武
天
皇
の
紀
伊

行
幸
に
従
っ
た
山
部
赤
人
が
詠
ん
だ
歌
が
、『
万
葉
集
』
六
─
九
一
九
に
、

　
　

若
の
浦
に 
潮
満
ち
来
れ
ば 

潟
を
な
み 

葦
辺
を
さ
し
て 

鶴
鳴
き
渡
る

と
見
え
て
い
る
。
ま
た
『
続
紀
』
神
亀
元
年（
七
二
四
）十
月
壬
寅
条
に
は
、
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�

賜
造
離
宮
司
及
紀
伊
国
国
郡
司
、并
行
宮
側
近
高
年
七
十
已
上
禄
各
有
差
。

百
姓
今
年
調
庸
、
名
草
海
部
二
郡
田
租
咸
免
之
。
又
赦
罪
人
死
罪
已
下
。

名
草
郡
大
領
外
従
八
位
上
紀
直
摩
祖
為
国
造
、
進
位
三
階
。
少
領
正
八
位

下
大
伴
櫟
津
連
子
人
。
海
部
直
土
形
二
階
。
自
餘
五
十
二
人
各
位
一
階
。

又
詔
曰
、
登
山
望
海
、
此
間
最
好
。
不
労
遠
行
、
足
以
遊
覽
。
故
改
弱
浜

名
、
為
明
光
浦
。
宜
置
守
戸
勿
令
荒
穢
。
春
秋
二
時
、
差
遣
官
人
、
奠
祭

玉
津
嶋
之
神
・
明
光
浦
之
霊
。

と
あ
り
、
こ
の
行
幸
の
際
に
聖
武
の
命
に
よ
っ
て
「
弱わ
か
の
う
ら浜
」
の
名
を

「
明あ
か
の
う
ら

光
浦
」
に
改
め
さ
せ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
な
お
【
図
２
】
に
示
し
た

よ
う
に
、
古
代
の
紀
ノ
川
は
現
在
の
和
歌
川
を
本
流
と
し
て
和
歌
浦
に
注
い
で

お
り（

（（
（

、
こ
れ
が
古
代
の
名
草
郡
と
海
部
郡
の
境
界
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
和
歌
浦
の
地
は
そ
の
西
岸
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
海
部
郡
に
属
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

　

キ
ミ
ツ
ミ
の
名
前
に
含
ま
れ
る
「
キ
ミ
」
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
れ

ば
、
和
歌
浦
湾
の
南
端
に
位
置
す
る
毛
見（
現
在
の
和
歌
山
市
毛
見
）に
由
来

す
る
と
い
う
と
い
う
。
こ
の
地
名
は
、大
治
二
年（
一
一
二
七
）八
月
十
七
日「
紀

伊
国
在
庁
官
人
等
解
案
」（『
和
歌
山
県
史
』
古
代
史
料
一
─
四
二
四
）に
、

　
　

西
限
同
神
領
毛
見
内
原
東
堺
并
海
部
境
大
江

と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
な
お
、
平
城
宮
出
土
木
簡（『
平
城
宮
木
簡
』

三
─
三
〇
七
八
）に
、

　
　

□
〔
海
ヵ
〕部

郡
可
太
郷
黒
江
里
戸
主
神
奴
与
止
麻
呂
調
塩
三
斗
神
亀
五
年
九
月

２
８
０
・
38
・
７　

０
３
１

と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
平
城
京
出
土
木
簡（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出

土
木
簡
概
報
』
三
一
─
三
〇
下（
四
四
五
））に
も
、

　
　

□
太
郷
黒
江
里
御
贄
安
除
魚
一
斗�

（
１
５
７
）・
27
・
２　

０
３
９

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
地
名
は
海
部
郡
可
太
郷
黒
江
里
と
推
定
さ

れ
る
が
、
こ
の
地
は
現
在
の
海
南
市
黒
江
を
遺
称
地
名
と
し
て
お
り
、
上
記
し

【図２】古代における紀ノ川の流路
　日下雅義『歴史時代の地形環境』（古今書院、一九八〇年）より転載。
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た
毛
見
に
船
尾
山
を
挟
ん
で
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
毛
見
の
地
は

古
代
に
は
海
部
郡
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
う
ち
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
の
三
者
に
つ
い
て
、

薗
田
香
融
氏
は
「
ウ
ジ
ヒ
コ
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、ウ
ジ（
和
歌
山
市
宇
治
）

の
有
力
族
長
を
意
味
す
る
一
般
的
呼
称
」
で
あ
り
、「
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
も
、
ア

ラ
カ
ハ（
那
賀
郡
荒
川
郷
）の
族
長
意
味
す
る
一
般
的
呼
称
」と
し
た
の
に
対
し
、

「
ナ
グ
サ
ヒ
コ
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
や
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
、
古

代
の
名
草
地
域
に
君
臨
し
た
首
長
一
般
を
意
味
す
る
呼
称
」
と
述
べ
て
い
る
（
１
５
）。

た
し
か
に
、
磐
余
彦（『
紀
』
神
武
即
位
前
紀
）や
、
若
狭
比
古
・
塩
冶
比
古
・

大
麻
比
古（『
延
喜
式
』
神
名
帳 
若
狭
国
遠
敷
郡
条
・
出
雲
国
神
門
郡
条
・
阿

波
国
板
野
郡
条
）な
ど
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
支
配
地
域
の
地
名
を
冠
し
た

と
思
わ
れ
る
人
名
・
神
名
は
少
な
く
な
い
。
三
者
の
名
前
と
地
名
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
薗
田
氏
の
見
解
は
首
肯
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ミ
ツ
ミ
・
ワ
カ

ヒ
コ
に
関
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
に
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
問
題
は
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
地
名
を
冠
す
る
人
物（
神
格
）が
紀
直
氏

の
始
祖
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
い
な
か
る
関

係
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
前
節
で
整
理
し
た
紀
直
氏

の
本
宗
に
と
っ
て
の
始
祖（
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・

ウ
ジ
ヒ
コ
）を
考
察
対
象
と
し
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

　

第
一
に
、
そ
の
名
義
で
あ
る
。
ウ
ジ
ヒ
コ
と
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
場
合
は
、
い
ま

述
べ
た
よ
う
に
地
名
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
紀
直
氏
と
ウ
ジ
地
域
・

ナ
グ
サ
地
域
と
の
関
係
の
中
か
ら
登
場
し
た
、
現
実
世
界
の
具
体
的
な
始
祖
で

あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
と
カ
ミ
ム
ス

ヒ
は
と
も
に
地
名
を
含
ん
で
お
ら
ず
、む
し
ろ
抽
象
的
な
名
義
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
に
つ
い
て
は『
先
代
旧
事
本
紀
』巻
三『
天
神
本
紀
』

に
、

　
　

�

天
照
太
神
詔
曰
、
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
長
之
瑞
穗
国
者
、
吾
御
子
正

哉
吾
勝
勝
速
日
天
押
穗
耳
尊
可
知
之
国
。
知
者
治
也
。（
略
）正
哉
吾
勝

勝
速
天
押
穗
耳
尊
奏
曰
、僕
欲
将
降
装
束
之
間
、所
生
之
児
。以
此
可
降
矣
。

詔
而
許
之
。（
略
）令
三
十
二
人
並
為
防
衛
、天
降
供
奉
矣
。（
略
）天
道
根
命
、

川
瀨
造
等
祖
。

と
あ
り
、天
孫
降
臨
に
従
っ
た
三
十
二
柱
の
神
々
の
中
に
名
前
が
見
え
て
い
る
。

ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
『
記
』
上
巻
の

冒
頭
に
、

　
　

�

天
地
初
発
之
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。〈
訓
高
下
天
云

阿
麻
。
下
效
此
。〉
次
高
御
産
巣
日
神
。
次
神
産
巣
日
神
。
此
三
柱
神
者
、

並
獨
神
成
坐
而
、
隱
身
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
開
闢
の
時
に
高
天
原
に
お
い
て
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
・

タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
続
い
て
誕
生
し
た
神
造
化
三
神
の
一
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
の
「
ア
メ
」
や
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
「
カ
ミ
」
は
、
天
上
世
界
で

あ
る
高
天
原
と
の
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
紀
伊
国
に
存
在
し
た

地
名
を
冠
す
る
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
と
は
、
名
義
の
上
で
一
線
を
画
し
て

い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
の
初
見
年
代
で
あ
る
。
ま
ず
、
ウ
ジ
ヒ
コ

は
『
記
』『
紀
』
段
階
で
す
で
に
「
木
国
造
之
祖
」「
紀
直
遠
祖
」
と
見
え
て
い

る
。
ま
た
『
国
造
次
第
』
の
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
尻
付
に
は
「
在
山
城
国
風
土
記
」

と
の
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
注
記
が
施
さ
れ
た
時
点
で
は
『
山
城
国
風

土
記
』
は
伝
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な

い
が
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
紀
直
氏
の
始
祖
と
す
る
所
伝
は
『
山
城
国
風
土
記
』
に

見
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
は『
姓
氏
録
』

段
階
に
な
っ
て
初
見
す
る
。
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
『
記
』『
紀
』
に
登
場
し
て
は
い

る
が
、
紀
直
氏
と
系
譜
上
で
結
び
つ
き
が
確
認
で
き
る
の
は
、
や
は
り
『
姓
氏

録
』
の
段
階
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ジ
ヒ
コ
は
八
世
紀
初
頭
に
は
紀
直
氏
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
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る
。
ナ
グ
サ
ヒ
コ
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
そ
の

名
が
見
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
や
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が

紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
九
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
は
性
格
が
異
な
る
た
め
一
概
に
比
較

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
各
史
料
の
原
史
料
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
初

見
年
代
は
さ
ら
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
目
安
と
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
上
記
し
た
二
点
は
互
い
に
連
関
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的

な
地
名
を
冠
す
る
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
は
八
世
紀
段
階
に
初
見
す
る
の
に

対
し
、
系
譜
で
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
と
も

に
抽
象
的
な
名
義
で
あ
り
、初
見
年
代
も
九
世
紀
段
階
に
ま
で
降
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
紀
直
氏
の
系
譜
が
ウ
ジ
ヒ
コ
→
ナ
グ
サ
ヒ
コ
→
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
→
カ

ミ
ム
ス
ヒ
の
順
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
節

で
は
、
紀
直
氏
と
同
祖
同
族
関
係
を
結
ぶ
氏
族
と
そ
の
分
布
を
手
が
か
り
に
、

こ
の
点
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
　
同
族
の
分
布

　

紀
直
氏
の
本
宗
が
始
祖
と
仰
い
だ
四
者
の
う
ち
、
ウ
ジ
ヒ
コ
の
後
裔
を
称
す

る
の
は
紀
直
氏
た
だ
一
氏
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ナ
ク
サ
ヒ
コ
・
ア

メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
始
祖
と
位
置
づ
け
る
多

数
の
後
裔
氏
族
が
『
姓
氏
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、こ
こ
で
は
『
姓

氏
録
』
の
記
述
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
氏
族
数
と
分
布
範
囲
の
整
理
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
介
し
て
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
氏
族

と
し
て
は
、『
姓
氏
録
』
和
泉
国
神
別 

大
村
直
条（
前
掲
）に
見
え
る
大
村
直

の
ほ
か
に
、
計
三
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

 【
和
泉
国
神
別
】

　
　
　

直
尻
家

　
　
　
　

大
村
直
同
祖
。

　
　
　

高
野

　
　
　
　

大
名
草
比
古
之
後
也
。

　

こ
の
う
ち
ナ
ク
サ
ヒ
コ
を
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
は
、
和
泉
国
に
高
野
氏

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ナ
ク
サ
ヒ
コ
に
ま
で
系
譜
を
遡
ら
せ
て
い
る
氏
族
と
し

て
は
、
同
じ
く
和
泉
国
に
大
村
直
氏
・
直
尻
家
氏
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
氏

は
い
ず
れ
も
和
泉
国
に
居
住
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

次
に
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
介
し
て
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
氏

族
と
し
て
は
、『
姓
氏
録
』
河
内
国
神
別 

紀
直
条（
前
掲
）に
見
え
る
紀
直
氏

の
ほ
か
に
十
氏
、
つ
ま
り
計
十
一
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

 【
和
泉
国
神
別
】

　
　
　

物
部
連

　
　
　
　

神
魂
命
五
世
孫
天
道
根
命
之
後
也
。

　
　
　

和
山
守
首

　
　
　
　

同
上
。

　
　
　

和
田
首

　
　
　
　

同
上
。

　
　
　

高
家
首

　
　
　
　

同
上
。

　
　
　

川
瀬
造

　
　
　
　

神
魂
命
五
世
孫
天
道
根
命
之
後
也
。

　

 【
河
内
国
神
別
】

　
　
　

大
村
直
田
連

　
　
　
　

大
村
直
同
祖
。
天
道
根
命
之
後
也
。

　

 【
大
和
国
神
別
】
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大
坂
直

　
　
　
　

天
道
根
命
之
後
也
。

　
　
　

伊
蘇
志
臣

　
　
　
　

滋
野
宿
祢
同
祖
。
天
道
根
命
之
後
也
。

　

 【
右
京
神
別
】

　
　
　

滋
野
宿
禰

　
　
　
　

紀
直
同
祖
。
神
魂
命
五
世
孫
天
道
根
命
之
後
也
。

　
　
　

大
村
直

　
　
　
　

天
道
根
命
六
世
孫
君
積
命
之
後
也
。

　
　
　

大
家
首

　
　
　
　

天
道
尼
乃
命
孫
比
古
摩
夜
真
止
乃
命
之
後
也
。

　

こ
の
う
ち
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
と
し
て
は
、
和
泉
国

に
物
部
連
氏
・
和
山
守
首
氏
・
和
田
首
氏
・
高
家
首
氏
・
川
瀬
造
氏
、
河
内
国

に
紀
直
氏
・
大
村
直
田
連
氏
、
大
和
国
に
大
坂
直
氏
・
伊
蘇
志
臣
氏
、
右
京
に

滋
野
宿
禰
氏
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
に
ま
で
系
譜
を
遡
ら
せ
て

い
る
氏
族
に
は
、
右
京
に
大
村
直
氏
・
大
家
首
氏
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族

は
和
泉
国
に
五
氏
、
河
内
国
に
二
氏
、
大
和
国
に
二
氏
、
右
京
に
三
氏
が
分
布

し
て
お
り
、
前
述
し
た
ナ
グ
サ
ヒ
コ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
範
囲
が
和
泉

国
か
ら
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

次
に
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
し
て
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
氏
族

と
し
て
は
、
前
節
で
触
れ
た
和
泉
国
の
紀
直
氏
と
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
の
項
で
挙

げ
た
同
国
の
物
部
連
氏
・
和
山
守
首
氏
・
和
田
首
氏
・
高
家
首
氏
・
川
瀬
造
氏
、

右
京
の
滋
野
宿
禰
の
ほ
か
に
二
七
氏
、
合
計
で
三
五
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
少
し
長
く
な
る
が
初
出
の
氏
族
の
み
掲
げ
て
お
く
。

　

 【
和
泉
国
神
別
】

　
　
　

爪
工
連

　
　
　
　

神
魂
命
男
多
久
豆
玉
命
之
後
也
。（
略
）

　
　
　

大
庭
造

　
　
　
　

神
魂
命
八
世
孫
天
津
麻
良
命
之
後
也
。

　
　
　

神
直

　
　
　
　

同
神
五
世
孫
生
玉
兄
日
子
命
之
後
也
。

　

 【
和
泉
国
未
定
雑
姓
】

　
　
　

工
首

　
　
　
　

神
魂
命
之
後
也
。

　

 【
河
内
国
神
別
】

　
　
　

多
米
連

　
　
　
　

神
魂
命
児
天
石
都
倭
居
命
之
後
也
。

　
　
　

城
原

　
　
　
　

同
神
五
世
孫
大
広
目
命
之
後
也
。

　

 【
大
和
国
神
別
】

　
　
　

委
文
宿
禰

　
　
　
　

出
自
神
魂
命
之
後
大
味
宿
禰
也
。

　
　
　

田
辺
宿
禰

　
　
　
　

同
神
五
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
也
。

　
　
　

多
米
宿
禰

　
　
　
　

同
神
廿
二
世
孫
意
保
止
命
之
後
也
。

　

 【
右
京
神
別
】

　
　
　

三
島
宿
禰

　
　
　
　

神
魂
命
十
六
世
孫
建
日
穂
命
之
後
也
。

　
　
　

天
語
連

　
　
　
　

県
犬
養
宿
禰
同
祖
。
神
魂
命
七
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
也
。

　
　
　

久
米
直

　
　
　
　

神
魂
命
八
世
孫
味
日
命
之
後
也
。

　
　
　

屋
連
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神
御
魂
命
十
世
孫
天
御
行
命
之
後
也
。

　
　
　

多
米
宿
禰

　
　
　
　

同
神
五
世
孫
天
日
鷲
命
之
後
。（
略
）

　
　
　

波
多
門
部
造

　
　
　
　

神
魂
命
十
三
世
孫
意
富
支
閇
連
公
之
後
也
。

　
　
　

若
倭
部
連

　
　
　
　

神
魂
命
七
世
孫
天
筒
草
命
之
後
也
。

　
　
　

多
米
宿
禰（
逸
文
）

　
　
　
　

姓
氏
録
云
、
多
米
宿
禰
、
出
自
神
魂
命
五
世
孫
天
日
鷲
命
也
。（
略
）

　

 【
左
京
神
別
】

　
　
　

県
犬
養
宿
禰

　
　
　
　

神
魂
命
八
世
孫
阿
居
太
都
命
之
後
也
。

　
　
　

大
椋
置
始
連

　
　
　
　

県
犬
甘
同
祖
。

　
　
　

竹
田
連

　
　
　
　

神
魂
命
十
三
世
孫
八
束
脛
命
之
後
也
。

　
　
　

間
人
宿
禰

　
　
　
　

神
魂
命
五
世
孫
玉
櫛
比
古
命
之
後
也
。

　
　
　

爪
工
連

　
　
　
　

神
魂
命
子
多
久
都
玉
命
三
世
孫
天
仁
木
命
之
後
也
。

　
　
　

多
米
連

　
　
　
　

多
米
宿
禰
同
祖
。
神
魂
命
五
世
孫
天
日
和
志
命
之
後
也
。（
略
）

　

 【
山
城
国
神
別
】

　
　
　

賀
茂
県
主

　
　
　
　

神
魂
命
孫
武
津
之
身
命
之
後
也
。

　
　
　

鴨
県
主

　
　
　
　

賀
茂
県
主
同
祖
。（
略
）

　
　
　

鴨
県
主
本
系（
逸
文
）

　
　
　
　

賀
茂
県
主
同
祖
。
神
魂
命
孫
武
津
之
身
命
之
後
也
。（
略
）

　

 【
摂
津
国
神
別
】

　
　
　

多
米
連

　
　
　
　

神
魂
命
五
世
孫
天
比
和
志
命
之
後
也
。

　
　
　

犬
養

　
　
　
　

同
神
十
九
世
孫
田
根
連
之
後
也
。

　
　
　

目
色
部
真
時

　
　
　
　

同
神
十
二
世
孫
大
見
尼
之
後
也
。

　

こ
の
う
ち
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
は
、
和
泉
国
の
工
首
氏

が
唯
一
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
三
四
氏
は
、
全
て
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
ま
で
系
譜
を

遡
ら
せ
る
形
で
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
の
分
布
地
域
は
和
泉
国
に
十

氏
、
河
内
国
に
三
氏
、
大
和
国
に
三
氏
、
右
京
に
八
氏
、
左
京
に
六
氏
、
山
城

【表１】紀直氏の同族数
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国
に
二
氏
、
摂
津
国
に
三
氏
と
な
っ
て
お
り
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ

と
比
べ
る
な
ら
ば
、そ
の
範
囲
が
格
段
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
、『
姓
氏
録
』
を
対
象
と
し
て
、
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
し
て
い

る
氏
族
が
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
い
ず

れ
を
共
通
の
始
祖
と
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
か
を

確
認
し
た
。こ
れ
に
第
一
節
で
言
及
し
た
河
内
国
・
和
泉
国
の
紀
直
氏
を
加
え
て
、

改
め
て
整
理
し
た
も
の
が
【
表
１
】【
表
２
】
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ウ

ジ
ヒ
コ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
は
紀
直
氏
の
一
氏
の
み
で
あ
り
、
分
布
地
域
は
紀

伊
国
に
限
定
さ
れ
る
。
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
は
計
四
氏（
直
接
の

始
祖
と
す
る
氏
族
は
二
氏
、
系
譜
を
遡
ら
せ
る
氏
族
は
二
氏
）が
見
ら
れ
、
そ

の
分
布
範
囲
は
紀
伊
国
に
加
え
て
和
泉
国
に
広
が
る
。
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖

と
す
る
氏
族
は
計
十
二
氏（
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
一
〇
は
、
系
譜
を
遡
ら

せ
る
氏
族
は
二
氏
）が
見
ら
れ
、
そ
の
分
布
範
囲
は
紀
伊
国
・
和
泉
国
・
河
内
国
・

大
和
国
・
右
京
へ
と
拡
大
を
見
せ
る
。
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
は
計

三
六
氏（
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
は
一
氏
、
系
譜
を
遡
ら
せ
る
氏
族
は
三
五

氏
）を
数
え
、
そ
の
分
布
範
囲
は
紀
伊
国
・
和
泉
国
・
河
内
国
・
大
和
国
・
右
京
・

左
京
・
山
城
国
・
摂
津
国
と
な
り
、
最
も
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

　

よ
っ
て
、
ウ
ジ
ヒ
コ
→
ナ
ク
サ
ヒ
コ
→
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
→
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
順

で
、
こ
れ
ら
を
始
祖
と
し
て
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏
族
の
数
が
増
加
し
、
さ

ら
に
紀
直
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
紀
伊
国
か
ら
畿
内
の
隣
接
す
る
国
々
へ
と
分
布

【表２】紀直氏の同族分布



紀伊国造の成立と展開（鈴木正信） ─ 99 ─

（
一
二
）

地
域
が
拡
大
す
る
、と
い
う
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

や
は
り
紀
直
氏
の
系
譜
が
ウ
ジ
ヒ
コ
→
ナ
グ
サ
ヒ
コ
→
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
→
カ
ミ

ム
ス
ヒ
の
順
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
す
る
先
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
。五

　
ウ
ジ
ヒ
コ
の
創
出
と
そ
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
始
祖
の
名
義
お
よ
び
初
見
年
代
と
、
同
祖
系
譜
を
形
成

す
る
氏
族
数
・
分
布
地
域
を
踏
ま
え
て
、
四
者
が
紀
直
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
ウ
ジ
ヒ
コ
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
ウ
ジ
」
と
い
う
地
名
を
冠
し
て
い

る
以
上
、
そ
の
人
格（
神
格
）が
現
実
の
ウ
ジ
地
域
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
地
域
は
、
現
在
も
紀
ノ
川
の
河
道
に
面
し

て
お
り
、
紀
の
国
大
橋
と
北
島
橋
が
架
け
ら
れ
る
渡
河
点
と
な
っ
て
い
る
が
、

古
代
に
お
い
て
は
よ
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
し

た
【
図
２
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
古
代
の
紀
ノ
川
は
延
時
・
狐
島
・
土
入
付
近

で
流
路
を
南
に
大
き
く
変
化
さ
せ
、
現
在
の
和
歌
川
を
本
流
と
し
て
和
歌
浦
に

注
い
で
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
旧
河
道
の
屈
曲
部
か
ら
河
口
に
か
け

て
の
一
帯
は
、『
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条
に
、

　
　

�

時
皇
后
聞
忍
熊
王
起
師
以
待
之
。
命
武
内
宿
禰
懐
皇
子
。
横
出
南
海
泊
于

紀
伊
水
門
。

と
あ
り
、『
紀
』
応
神
九
年
四
月
条
に
も
、

　
　

�

時
武
内
宿
禰
。
獨
大
悲
之
。
窃
避
筑
紫
浮
海
。
以
従
南
海
廻
之
。
泊
於
紀

水
門
。

と
あ
る
よ
う
に
「
紀
伊
水
門
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
船
団
が
停
泊
で
き
る
規
模

の
港
湾
施
設
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、『
紀
』
仲
哀
二
年

三
月
丁
卯
条
に
は
、

　
　

�

天
皇
巡
狩
南
国
。（
略
）至
紀
伊
国
而
居
于
徳
勒
津
宮
。
当
是
時
、
熊
襲

叛
之
不
朝
貢
。
天
皇
於
是
将
討
熊
襲
国
。
則
自
徳
勒
津
発
之
、
浮
海
而
幸

穴
門
。

と
あ
り
、
紀
伊
国
に
は
港
津
と
一
体
と
な
っ
た
行
宮
が
営
ま
れ
て
い
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
徳
勒
津
」
は
、
現
在
の
和
歌
山
市
新
在
家

付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
『
記
』『
紀
』
の
記
事
内
容
は
伝
承
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
紀
伊
水
門
や
徳
勒
津
な
ど
の
固

有
地
名
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
『
記
』『
紀
』
編
纂
当
時
、
お
そ
ら
く
は

大
化
前
代
の
あ
り
方
を
あ
る
程
度
伝
え
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
永
承
四
年（
一
〇
四
九
）八
月
二
十
一
日
「
紀
伊
国
名
草
郡
郡
許
院
収
納

米
帳
簿
進
未
勘
文
」
に
は
「
吉
田
津
」
と
「
平
井
津
」
が
見
え
て
お
り（

（（
（

、
そ
れ

ぞ
れ
現
在
の
和
歌
山
市
吉
田
・
平
井
を
遺
称
地
名
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
各
施
設
が
、い
か
な
る
相
互
関
係
に
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

た
だ
し
、
古
代
に
お
け
る
「
水
門
」
と
は
、
た
と
え
ば
武
庫
川
の
河
口
を
「
務

古
水
門
」（『
紀
』
神
功
摂
政
元
年
二
月
条
）、加
古
川
の
河
口
を
「
鹿
子
水
門
」

（『
紀
』
応
神
十
三
年
九
月
条
一
云
）と
言
う
よ
う
に
、
大
型
河
川
の
河
口
部
を

広
く
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
に
、
徳
勒
津
・
吉

田
津
・
平
井
津
な
ど
、
紀
ノ
川
の
河
口
地
域
に
点
在
す
る
諸
施
設
を
包
括
的
に

表
現
し
た
も
の
が
、
紀
伊
水
門
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
ウ
ジ
地

域
は
ま
さ
に
紀
伊
水
門
の
中
心
部
と
も
言
え
る
、
紀
ノ
川
旧
河
道
の
突
端
部
の

内
側
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
川
を
下
れ
ば
、
紀
直
氏
が
奉
祭
す
る
日
前

宮（
和
歌
山
市
秋
月
）と
も
至
近
距
離
に
あ
る
。
ま
た
、
紀
ノ
川
の
旧
河
道
は

古
代
の
名
草
郡
と
海
部
郡
の
境
界
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
ウ
ジ
地
域
は

海
人
集
団
の
世
界
と
の
接
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ウ

ジ
地
域
は
古
代
に
お
け
る
河
川
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
紀
ノ
川
河
口
地
域
一
帯

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に

ウ
ジ
地
域
を
制
し
た
者
が
、
紀
ノ
川
河
口
地
域
一
帯
を
制
す
る
の
で
あ
り
、
お
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そ
ら
く
は
こ
の
地
域
を
お
さ
え
た
集
団
こ
そ
が
、
の
ち
に
紀
直
氏
と
い
う
氏
族

が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の
中
心
勢
力
へ
と
成
長
す
る
に
至
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
紀
直
氏（
の
前
身
集
団
）は
ウ
ジ
地

域
の
地
名
を
冠
す
る
ウ
ジ
ヒ
コ
を
、
自
ら
の
始
祖
と
し
て
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、ウ
ジ
ヒ
コ
と
い
う
始
祖
は
、紀
直
氏（
の

前
身
集
団
）が
ウ
ジ
地
域
を
中
心
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
頃
に
創
出
さ
れ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
時
期
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
が
『
記
』『
紀
』
に
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
見
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
両
書
の
編
纂
段
階
を
遡
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
か
ら
実
年
代
を
特
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
考
古
資
料
を
参
照
し
て
推
測
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ

で
は
鳴
滝
遺
跡
の
巨
大
倉
庫
群（
和
歌
山
市
善
明
寺
）に
注
目
し
た
い（

（（
（

。
周
知

の
通
り
、
こ
の
倉
庫
群
は
五
世
紀
前
半
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
合
計

七
棟
で
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
桁
行
四
間
・
梁
行
四
間
を
は
か
る
高
床
式
の
総

柱
建
物
で
あ
る
。
床
面
積
は
大
き
い
棟
で
約
八
〇
㎡
も
あ
り
、
七
棟
合
計
で
は

約
四
五
〇
㎡
に
も
及
ん
で
い
る
。
和
泉
山
脈
か
ら
南
に
延
び
る
小
高
い
尾
根
上

の
平
坦
部
に
あ
り
、
前
述
し
た
紀
ノ
川
の
旧
河
道
や
平
井
津
に
も
近
接
し
て
い

る
。

　

こ
の
倉
庫
群
の
性
格
お
よ
び
造
営
主
体
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整

理
す
る
な
ら
ば
、
主
に
紀
伊
の
在
地
勢
力
と
の
関
係
を
重
視
す
る
立
場（

（（
（

と
、
ヤ

マ
ト
王
権
と
の
関
係
を
重
視
す
る
立
場（

（（
（

と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年

で
は
、
栄
原
永
遠
男
氏
が
後
者
の
立
場
を
踏
ま
え
て
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
意
向
の

も
と
に
紀
伊
の
在
地
勢
力
が
造
営
を
担
当
し
た
、
対
外
交
渉
の
た
め
の
「
兵
站

基
地
」
で
あ
る
と
の
見
方
を
提
示
し
て
い
る（

（（
（

。
詳
し
い
検
討
は
別
の
機
会
に
譲

る
こ
と
と
し
た
い
が
、
た
し
か
に
物
資
の
収
蔵
を
目
的
と
し
た
通
常
の
倉
庫
群

で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
紀
ノ
川
の
河
道
に
近
接
し
た
場
所
に
築
造
し
た
方
が
、

交
通
の
便
か
ら
し
て
も
好
都
合
な
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紀
伊
水

門
を
見
下
ろ
す
丘
陵
上
を
選
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ

に
は
軍
事
的
な
目
的
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
対
外
交
渉
と

の
関
連
は
否
定
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、筆
者
も
栄
原
氏
の
見
解
に
賛
同
し
た
い
。

　

も
っ
と
も
、鳴
滝
遺
跡
の
倉
庫
群
で
は
、出
土
遺
物
に
時
代
幅
が
認
め
ら
れ
ず
、

さ
ら
に
い
ず
れ
の
建
物
に
も
建
て
替
え
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

比
較
的
短
期
間
で
廃
絶
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に

取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
、
五
世
紀
後
半
に
は
難
波
津
に
近
接
し
て
法
円
坂
遺
跡

の
倉
庫
群（
大
阪
府
大
阪
市
中
央
府
法
円
坂
町
）が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

法
円
坂
倉
庫
群
は
合
計
十
六
棟
、
総
床
面
積
約
一
四
〇
〇
㎡
に
も
及
ぶ
巨
大
な

も
の
で
、
鳴
滝
遺
跡
の
倉
庫
群
を
は
る
か
に
凌
ぐ
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
紀

伊
水
門
は
五
世
紀
後
半
に
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
失
い
、
そ

の
機
能
は
難
波
津
へ
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
ヤ
マ
ト
王
権
に
と
っ
て
の
位
置
づ
け
に
変
化
が
生
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

そ
の
後
も
こ
の
地
域
に
は
、
五
世
紀
中
葉
に
は
車
駕
之
古
址
古
墳（
和
歌
山

市
木
ノ
本
）、
五
世
紀
後
半
に
は
大
谷
古
墳（
和
歌
山
市
大
谷
）が
継
続
的
に
築

造
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
全
長
約
一
二
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
埴
輪
や

ガ
ラ
ス
製
小
玉
と
と
も
に
中
空
の
金
製
勾
玉
が
出
土
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者

は
全
長
約
七
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
埴
輪
や
武
具
・
装
飾
具
・
農
工
具

と
と
も
に
、
金
銅
製
の
馬
冑
・
馬
甲
を
は
じ
め
と
す
る
装
馬
具
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
金
製
曲
玉
や
金
銅
製
馬
冑
・
馬
甲
は
、
朝
鮮
半
島
と
の
関
わ
り

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
の
被
葬
者
が
対
外
交
渉
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
当
該
地
域
の
集
団
に
と
っ
て
紀
伊
水
門
は
、
引
き
続
き
対
外

交
渉
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
っ
て
紀
伊
水
門
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
五
世
紀
前
半
は
、
こ
の
地
域
に
存
在
し
て
い
た
集
団
に
と
っ
て

も
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
紀
直
氏（
の
前
身
集
団
）は
、
こ
の

時
期
に
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
交
流
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
ウ
ジ
地
域
を
拠
点
と
し
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（
一
四
）

て
紀
伊
水
門
の
河
川
交
通
と
海
上
交
通
を
掌
握
す
る
に
至
り
、
そ
の
こ
と
が
こ

の
地
域
一
帯
に
存
在
し
た
集
団
の
中
で
主
導
的
な
立
場
を
確
立
す
る
重
要
な
契

機
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
五
世
紀
後
半
に
至
っ
て
も
紀
伊

水
門
を
拠
点
と
し
て
、
対
外
交
渉
に
関
与
し
続
け
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

時
期
こ
そ
、
ウ
ジ
ヒ
コ
が
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
の
に
相

応
し
い
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
紀
直
氏（
の
前
身
集
団
）が
紀
伊
水
門
の

中
心
部
の
地
名
を
冠
し
た
ウ
ジ
ヒ
コ
を
始
祖
と
し
て
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

お
よ
そ
五
世
紀
代
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
ウ
ジ
ヒ
コ
と
い
う
始
祖
が
創
出
さ
れ
た
と

は
言
っ
て
も
、
王
統
譜
へ
の
つ
な
が
り
や
奉
事
根
源
を
含
む
の
ち
の
氏
族
系
譜

の
よ
う
な
形
は
、
こ
の
時
期
に
は
当
然
な
が
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
お
そ
ら
く
は
、
ウ
ジ
地
域
を
拠
点
に
か
つ
て
活
躍
し
た
複
数
の
人
物
の
記

憶
が
、
ウ
ジ
地
域
と
の
関
係
性
の
中
で
、
一
つ
の
人
格
に
漠
然
と
象
徴
化
さ
れ

て
い
く
段
階
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

六
　
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
創
出
と
そ
の
背
景

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
ウ
ジ
ヒ
コ
の
「
ウ
ジ
」
は
名
草
郡
内
の
小
地
名
に
由
来

す
る
の
に
対
し
、ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
「
ナ
グ
サ
」
は
名
草
郡
の
郡
名
に
共
通
す
る
。

ま
た
、
紀
直
氏
と
他
氏
族
と
の
間
に
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
を
介
し
た
同
祖
系
譜
は
全

く
形
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ナ
ク
サ
ヒ
コ
を
介
し
て
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏

族
は
、
紀
伊
国
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
北
接
す
る
和
泉
国
に
も
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
が
冠
し
て
い
る
地
名
と
し
て
の
ウ
ジ
・
ナ

ク
サ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
紀
直
氏
の
勢
力
範
囲
と
対
応
し
て
い
る
と
の
推
測
が
成
り

立
つ
。
す
な
わ
ち
、
紀
直
氏
が
ウ
ジ
地
域
に
拠
点
を
置
い
て
活
動
を
行
っ
て
い

た
五
世
紀
代
に
始
祖
と
仰
が
れ
て
い
た
の
が
ウ
ジ
ヒ
コ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

そ
の
後
、
こ
の
集
団
が
の
ち
の
名
草
郡
域
一
帯
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
、
そ
の

周
辺
地
域
の
氏
族
と
も
交
流
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
登
場
し
て
き
た
始

祖
が
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

詳
細
は
先
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が（

（（
（

、『
国
造
次
第
』
の
忍
穂
尻
付
に
は
、

　
　

第
十
九　

大
山
上
忍
穂
〈
忍
勝
男
。
立
名
草
郡
兼
大
領
。〉

と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
名
草
郡（

（（
（

が
立
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
七
世
紀
中
頃

に
は
、
の
ち
の
郡
域
に
相
当
す
る
広
範
囲
を
指
す
呼
称
と
し
て
、
ナ
グ
サ
と
い

う
地
名
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
紀
直
氏
の
人
物
が
名
草
郡

を
立
て
た
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
紀
直
氏
の
勢
力
範
囲
を
名
草

郡
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
立
郡
の
時
点
で
紀
直
氏
の
勢
力
が
名
草
郡
域

一
帯
に
及
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
で
は
、
こ
の
状
況
は
い
つ
に
ま
で

遡
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
紀
伊
国
に
お
け
る
屯
倉
の
設
置
記
事
が
手
が
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
。『
紀
』
安
閑
二
年（
五
三
五
）甲
寅
条
に
は
、

　
　

置（
略
）紀
国
経
湍
屯
倉
。〈
経
湍
、
此
云
俯
世
。〉
河
辺
屯
倉
。

と
あ
り
、
ま
た
『
同
』
欽
明
十
七
年（
五
五
六
）十
月
条
に
は
、

　
　

遣
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
等（
略
）紀
国
置
海
部
屯
倉
。

と
あ
る
よ
う
に
、
紀
伊
国
に
経
湍
・
河
辺
・
海
部
の
三
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
が
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
安
閑
二
年
・
欽
明
十
七
年
と
い
う
年
紀
を
、

そ
の
ま
ま
史
実
と
受
け
取
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
紀
伊
国
の
屯
倉
が
お
お
む
ね

六
世
紀
中
頃
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

屯
倉
に
関
す
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
近
年
の
研
究
動
向
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
多
様
な
物
資
や
人
的
資
源
の
貢
納
を
行
う
た
め
に
設

け
ら
れ
た
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
政
治
的
軍
事
的
拠
点
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る（

（（
（

。
ま
た
『
紀
』
大
化
元
年（
六
四
五
）八
月
庚
子
条
に
掲
載
さ
れ
た
東

国
国
司
詔
の
一
節
に
は
、

　
　

�

若
有
求
名
之
人
、
元
非
国
造
・
伴
造
・
県
稲
置
、
而
輙
詐
訴
言
、
自
我
祖

時
、
領
此
官
家
、
治
是
郡
県
、
汝
等
国
司
、
不
得
随
詐
便
牒
於
朝
。
審
得
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（
一
五
）

実
状
而
後
可
申
。

と
あ
り
、
国
造
で
な
い
者
が
祖
先
の
代
よ
り
屯
倉
を
管
理
し
て
き
た
と
虚
偽
の

訴
え
を
す
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
逆
に
、
国

造
が
屯
倉
を
掌
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る（

（（
（

。
ま
た
、
磐
井
の
乱

（『
紀
』
継
体
二
十
二
年（
五
二
八
）十
二
月
条
）や
、
武
蔵
国
造
の
乱（『
同
』
安

閑
元
年（
五
三
四
）閏
十
二
月
条
）な
ど
で
は
、
と
も
に
国
造
の
任
命
と
屯
倉
の

献
上
が
連
動
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
紀
伊
国
で
も
上
記

の
屯
倉
が
設
置
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
国
造
制
が
施
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

冒
頭
で
も
少
し
触
れ
た
が
『
紀
』
敏
達
十
二
年（
五
八
三
）七
月
丁
酉
条
・

十
月
条
に
は
、

　
　

�

是
以
朕
当
奉
助
神
謀
、
復
興
任
那
。
今
在
百
済
火
葦
北
国
造
阿
利
斯
登
子

達
率
日
羅
、
賢
而
有
勇
。
故
朕
欲
与
其
人
相
計
。
乃
遣
紀
国
造
押
勝
与
吉

備
海
部
直
羽
嶋
、
喚
於
百
済
。（
略
）紀
国
造
押
勝
等
、
還
自
百
済
。
復

命
於
朝
曰
、
百
済
国
主
、
奉
惜
日
羅
、
不
肯
聴
上
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
紀
国
造
押
勝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
の
紀
直

氏
の
人
物
に
つ
い
て
は
、「
紀
直
遠
祖
菟
道
彦
」（『
紀
』景
行
三
年
二
月
庚
寅
条
）、

「
木
国
造
之
祖
宇
豆
比
古
」（『
記
』
孝
元
段
）、「
紀
直
祖
豊
耳
」（『
紀
』
神
功

摂
政
元
年
二
月
条
）な
ど
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
祖
」
と
し
て
登
場
す
る
の
に

対
し（

（（
（

、
上
記
の
押
勝
に
は
そ
の
肩
書
き
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
少
な

く
と
も
押
勝
が
生
存
し
た
六
世
紀
中
頃
に
は
、
紀
伊
国
に
国
造
制
が
敷
か
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
は
紀
伊
国
に
屯
倉
が
設
置
さ

れ
た
時
期
と
も
整
合
す
る
。
つ
ま
り
、
六
世
紀
中
頃
に
紀
伊
国
に
経
湍
・
河
辺
・

海
部
な
ど
の
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
こ
の
地
域
の
最
有
力
勢

力
で
あ
る
紀
直
氏
を
率
い
て
い
た
人
物
が
紀
伊
国
造
に
任
命
さ
れ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
上
記
し
た
三
屯
倉
の
う
ち
経
湍
・
河
辺
屯
倉
は
、
現
在
の
和
歌
山
市

布
施
屋
・
川
辺
を
遺
称
地
名
と
す
る
。
紀
ノ
川
を
挟
ん
で
布
施
屋
は
南
岸
、
川

辺
は
北
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
和
泉
国
か
ら
雄
山
峠
を
超
え
て
紀

伊
国
に
入
る
ル
ー
ト
と
、
大
和
国
か
ら
紀
ノ
川
を
下
っ
て
紀
伊
国
に
至
る
ル
ー

ト
が
交
わ
る
場
所
で
あ
る
。
布
施
屋
と
は
税
物
の
運
搬
夫
や
旅
行
者
の
た
め
の

宿
泊
・
救
護
施
設
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
地
が
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
海
部
屯
倉
は
の
ち
の
名
草
郡
大
宅
郷
の
地
に
あ
っ

た
と
さ
れ
、
現
在
の
和
歌
山
市
手
平
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
は
紀
ノ
川

の
旧
河
道
の
東
岸
に
当
た
り
、前
述
し
た
紀
伊
水
門
の
下
流
に
位
置
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
海
岸
部
か
ら
の
貢
納
物（
物
資
だ
け
で
な
く
人
的
資
源
も
含
む
）

は
海
部
屯
倉
へ
、
平
野
部
・
山
間
部
の
貢
納
物
は
経
湍
・
河
辺
屯
倉
に
集
め
ら

れ
、
陸
上
交
通
と
河
川
交
通
を
臨
機
応
変
に
使
い
分
け
て
目
的
地
へ
運
ば
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
立
地
を
踏
ま
え
て
栄
原
氏
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
が
紀
直
氏
の
勢
力
範

囲
を
東
西
か
ら
押
さ
え
込
む
地
点
に
屯
倉
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
紀
ノ
川
中
流

域
や
海
岸
部
の
勢
力
と
紀
直
氏
と
の
「
分
断
を
は
か
っ
た
」
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
屯
倉
の
設
置
を
必
ず
し
も
紀
直
氏
と
ヤ
マ
ト
王
権
の
対
立

軸
で
捉
え
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
各
地
域
の
氏
族
が
ヤ
マ
ト
王
権
の
支

配
体
制
に
参
画
す
る
こ
と
に
は
、
大
王
家
や
中
央
氏
族
と
の
パ
イ
プ
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
自
ら
の
勢
力
範
囲
に
対
す
る
影
響
力
を
強
化
す
る
狙
い
も
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。

　

む
し
ろ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一

に
、
前
述
の
通
り
国
造
が
屯
倉
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
経
湍
・
河
辺
・

海
部
の
三
屯
倉
が
置
か
れ
た
段
階
で
、
紀
伊
国
造
に
任
命
さ
れ
た
紀
直
氏
の
勢

力
が
各
屯
倉
の
付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
屯
倉
は
貢
納
奉
仕
の
拠
点

と
し
て
機
能
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
経
湍
・
河
辺
は
の
ち

の
名
草
郡
域
の
東
端
に
程
近
い
場
所
に
位
置
し
、
海
部
屯
倉
は
後
の
名
草
郡
域

の
西
端
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
紀
伊
国
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に
屯
倉
が
設
置
さ
れ
た
六
世
紀
中
頃
に
は
、
紀
直
氏
の
勢
力
は
の
ち
の
名
草
郡

域
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
範
囲
に
ま
で
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

段
階
に
至
っ
て
、
紀
直
氏
は
ウ
ジ
地
域
を
拠
点
と
し
た
小
集
団
と
し
て
で
は
な

く
、
ナ
グ
サ
地
域
を
代
表
す
る
最
有
力
勢
力
と
し
て
、
周
辺
地
域
と
接
触
・
交

流
を
開
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
介
し
た
同
祖
系
譜
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
直
接
の
始
祖
と
し
て
い
る
氏
族
と
し
て
は
、『
姓

氏
録
』
に
高
野
氏
が
見
え
る
。
こ
の
氏
族
の
本
拠
地
は
、
和
泉
国
日
根
郡（
現

在
の
大
阪
府
泉
南
市
信
達
市
場
付
近
）に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域

は
、
経
湍
・
河
辺
屯
倉
の
所
在
地
付
近
か
ら
雄
山
峠
を
通
っ
て
和
泉
山
脈
を
抜

け
、
大
阪
平
野
の
南
端
に
出
た
場
所
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
紀
直
氏
が
陸
路
を

選
択
し
て
和
泉
国
に
入
っ
た
時
に
、
最
初
に
通
る
の
が
こ
の
高
野
氏
の
本
拠
地

な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
交
通
を
媒
介
と
し
て
、
高
野
氏
は
紀
直
氏
と
同
じ
く

ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
後
裔
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
氏
の
同
祖

系
譜
が
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
介
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
紀
直
氏
が

ナ
グ
サ
地
域
を
代
表
す
る
勢
力
と
な
っ
た
段
階
で
、
そ
の
関
係
が
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
に
ま
で
系
譜
を
遡
ら
せ
て
い
る
氏
族
と
し
て
は
、『
国

造
本
紀
』
に
葛
津
立
国
造
、『
姓
氏
録
』
に
大
村
直
氏
・
直
尻
家
氏
が
見
え
る
。

こ
の
う
ち
葛
津
立
国
造
に
つ
い
て
は
、『
日
本
三
代
実
録
』（
以
下
『
三
実
』）

貞
観
八
年（
八
六
六
）七
月
十
五
日
条
に
「
藤
津
郡
領
葛
津
貞
津
」
の
名
前
が

見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
輩
出
し
た
の
は
葛
津
氏
で
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
葛
津
氏
の
「
フ
ジ
ツ
」
は
、
現
在
の
佐
賀
県
藤
津
郡
を
遺
称
地
名
と
す

る
。
肥
前
国
は
紀
伊
国
と
は
地
理
的
に
隔
絶
し
て
い
る
が
、
冒
頭
で
も
触
れ
た

よ
う
に
、
葛
津
氏
は
紀
直
氏
と
海
上
交
通
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。「
フ
ジ
ツ
」
と
い
う
名
義
か
ら
も
、
港
津
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
大
村
直
氏
は
和
泉
国
大
鳥
郡
大
村
郷（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
南
区
高
蔵

寺
付
近
）が
本
拠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
直
尻
家
氏
の
拠
点
は
不
明
で
あ
る

が
、『
姓
氏
録
』で
大
村
直
と
全
く
同
じ
系
譜
を
称
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
両
氏
は
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
り
、
居
所
も
近
接
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
両
氏
の
本
拠
地
は
石
津
川
に
よ
っ
て
大
阪
湾
と
結
ば
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

古
代
の
大
阪
湾
の
海
岸
線
が
よ
り
内
側
ま
で
入
り
込
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
葛
津
氏
と
同
様
、
大
村
直
氏
・
直
尻
家
氏
も
海
上
交
通
に
よ
っ

て
紀
直
氏
と
の
間
に
交
流
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
氏
族
が
海
路
に
よ
っ
て
紀
伊
国
に
至
る
際
に
は
、
ま
ず
紀
ノ
川
河

口
部
に
来
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
地
域
は
海
上
交
通
と
河
川
交
通

の
結
節
点
で
あ
り
、
名
草
郡
域
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
紀
直
氏
に
と
っ
て
、
紀

伊
水
道
へ
の
玄
関
口
に
当
た
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
上
記
三
氏
の
氏
族
の
始
祖

で
あ
る
ワ
カ
ヒ
コ
・
キ
ミ
ツ
ミ
が
、
和
歌
浦
の
「
ワ
カ
」
や
、
毛
見
に
由
来
す

る
「
キ
ミ
」
を
冠
し
て
お
り
、
か
つ
系
譜
の
上
で
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
ウ
ジ
地
域
を
本

拠
と
す
る
紀
直
氏
が
ウ
ジ
ヒ
コ
を
始
祖
と
し
た
よ
う
に
、
ワ
カ
地
域
に
は
ワ
カ

ヒ
コ
を
、
キ
ミ
地
域
に
は
キ
ミ
ツ
ミ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
始
祖
と
す
る
小
集
団
が
五

世
紀
代
に
は
存
在
し
て
お
り
、
葛
津
氏
・
大
村
直
氏
・
直
尻
家
氏
ら
が
海
路
で

紀
ノ
川
河
口
地
域
に
至
っ
た
際
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
小
集
団
と
接
触
し
て
、
互

い
に
始
祖
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
小
集
団
が
、
名
草
郡
域
か
ら
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た
紀
直
氏
の
影
響
下
に

組
み
込
ま
れ
た
際
、
ワ
カ
ヒ
コ
・
キ
ミ
ツ
ミ
を
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子
と
し
て
位
置

づ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
紀
直
氏
と
葛
津
氏
・
大
村
直
氏
・
直
尻
家
氏
と
の
間

に
同
祖
系
譜
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
名
草
郡
域
周
辺
の
地
名
を
冠
す
る
も
の
と
し
て
、
那
賀
郡
荒

川
郷
の
「
ア
ラ
カ
ハ
」
に
関
連
す
る
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
が
い
る
。
現
状
で
は
、
ア

ラ
カ
ハ
ト
ベ
と
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
系
譜
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
の
事

例
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
ア
ラ
カ
ハ
地
域
に
も
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
を
始
祖
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と
す
る
小
集
団
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
小
集
団
は
ナ
グ
サ
地
域
一
帯
に
勢
力

を
伸
ば
し
た
紀
直
氏
と
接
触
し
、
や
が
て
そ
の
勢
力
下
に
入
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
現
在
、
そ
の
系
譜
関
係
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
ア
ラ
カ
ハ

ト
ベ
も
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
紀
伊
国
に
設
置
さ
れ
た
三
つ
の
屯
倉
が
、
の
ち
の
名
草
郡
域
の
東
端
・

西
端
に
位
置
し
て
お
り
、
ま
た
、
の
ち
の
名
草
郡
域
に
接
す
る
和
泉
国
日
根
郡

の
氏
族
や
、
海
部
郡
・
那
賀
郡
に
拠
点
を
持
つ
小
集
団
が
系
譜
の
上
で
ナ
グ
サ

ヒ
コ
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
紀
直
氏
が
の
ち
の
名
草

郡
域
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
、
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
勢
力
と
し
て
周
辺
地
域

と
接
触
・
交
流
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
登
場
し
て
き
た
始
祖
が
、
ナ
グ

サ
ヒ
コ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
早
け
れ
ば
六
世
紀
中
頃
と
想

定
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ナ
グ
サ
ヒ
コ
は
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
と
「
肩
を
並

べ
る
存
在
」
で
あ
り
、「
古
代
名
草
郡
に
盤
踞
し
た
紀
直
氏
の
最
も
本
来
的
な

祖
先
」で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。し
か
し
、上
記
の
結
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

ウ
ジ
ヒ
コ
を
始
祖
と
仰
ぐ
小
集
団
が
、
の
ち
の
名
草
郡
域
一
帯
に
ま
で
勢
力
を

拡
大
し
、
周
辺
地
域
の
小
集
団
と
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
た
め
、
そ
の
上
の
世

代
に
架
上
さ
れ
た
の
が
ナ
グ
サ
ヒ
コ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
の
ち
に

紀
直
氏
の
本
宗
に
つ
な
が
る
小
集
団
が
最
初
に
始
祖
と
し
て
い
た
の
は
ウ
ジ
ヒ

コ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。『
記
』『
紀
』
段
階
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
紀
直
氏

の
始
祖
が
ウ
ジ
ヒ
コ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

七
　
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
と
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
架
上

　

ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
ク
サ
ヒ
コ
と
は
異
な
り
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
は
そ
の
名
義
に
地

名
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
特
定
地
域
と
の
関
係
性
は
う
か
が
え
な
い
。
ま
た
、
ア

メ
ノ
ミ
チ
ネ
の
後
裔
氏
族
は
合
計
一
二
氏
族
を
数
え
、
そ
の
分
布
地
域
も
紀
伊

国
に
留
ま
ら
ず
、
和
泉
国
・
河
内
国
・
大
和
国
・
右
京
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ

を
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
ク
サ
ヒ
コ
の
場
合
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
氏
族
数
が
増
加
し
、

分
布
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
紀
直
氏
が
ア

メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
や

ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
始
祖
と
し
て
い
た
段
階
よ
り
遅
れ
て
、
も
は
や
特
定
地
域
の
地

名
を
冠
す
る
始
祖
で
は
、
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
諸
氏
族
の
紐
帯
と
な
り
得
な

い
ほ
ど
、
広
範
囲
の
諸
氏
族
と
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
段
階
と
考
え
ら
れ

る
。

　

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
と
い
う
名
義
に
つ
い
て
、
薗
田
氏
は
「
国
造
家
の
奉
斎
す
る

日
前
宮
が
国
家
的
な
崇
敬
を
獲
得
し
、
そ
の
祭
神
の
「
天
降
り
ま
し
し
時
」
が

説
か
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
案
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
み
や

び
や
か
だ
が
空
疎
な
「
天
道
根
」
と
い
う
名
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
前

述
の
通
り
「
ア
メ
」
は
高
天
原
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
ア

メ
」「
ミ
チ
」「
ネ
」
と
い
う
語
句
は
、
い
ず
れ
も
固
有
名
詞
で
は
な
く
具
体
性

に
欠
け
る
。
よ
っ
て
、
薗
田
氏
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
と
言
え
る
。
で
は
、
紀

直
氏
が
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖
と
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
の
時
期
で

あ
ろ
う
か
。

　

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
紀
直
氏
は
日
前
宮
を
奉
祭
し
て
い
る
。
こ
の

神
宮
の
祭
神
は
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
日
前
大
神
・
国
懸
大
神
と
さ
れ
て
い
る
が
、

『
紀
』
神
代
第
七
段
一
書
第
一
に
は
、

　
　

�

故
天
照
大
神
謂
素
戔
鳴
尊
曰
、
汝
猶
有
黒
心
。
不
欲
与
汝
相
見
。
乃
入
于

天
石
窟
而
閉
著
磐
戸
焉
。
於
是
天
下
恒
闇
。
無
復
昼
夜
之
殊
。
故
會
八
十

萬
神
於
天
高
市
而
問
之
。
時
有
高
皇
産
霊
之
息
思
兼
神
云
者
。
有
思
慮
之

智
。
乃
思
而
白
曰
、
宜
図
造
彼
神
之
象
而
奉
招
祷
也
。
故
即
以
石
凝
姥
為

冶
工
、
採
天
香
山
之
金
、
以
作
曰
矛
。
又
全
剥
眞
名
鹿
之
皮
、
以
作
天
羽

鞴
。
用
此
奉
造
之
神
、
是
即
紀
伊
国
所
坐
日
前
神
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
天
磐
戸
神
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
天
照
大
神
が
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素
戔
鳴
尊
の
所
業
に
怒
っ
て
磐
戸
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
思
兼
神

の
提
案
に
よ
っ
て
日
矛
と
天
羽
鞴
を
作
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
使
っ
て
天
照
大
神

の
姿
を
象
っ
た
神
宝
を
鋳
造
し
た
と
あ
り
、
そ
の
神
宝
を
祭
っ
た
の
が
「
紀
伊

国
所
坐
日
前
神
」
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
記
事
が
日
前
神
の
初
見
と
な

る
。
一
方
、国
懸
神
に
つ
い
て
は
『
紀
』
朱
鳥
元
年（
六
八
六
）七
月
癸
卯
条
に
、

　
　

奉
幣
於
居
紀
伊
国
国
懸
神
、
飛
鳥
四
社
、
住
吉
大
神
。

と
あ
り
、こ
こ
に
「
紀
伊
国
国
懸
神
」
に
奉
幣
し
た
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。

ま
た
『
同
』
持
統
六
年（
六
九
二
）五
月
庚
寅
条
に
は
、

　
　

遣
使
者
奉
幣
于
四
所
伊
勢
、
大
倭
、
住
吉
、
紀
伊
大
神
。
告
以
新
宮
。

と
あ
り
、「
紀
伊
大
神
」
に
使
者
を
派
遣
し
て
奉
幣
を
行
っ
て
い
る
。『
同
』
持

統
六
年
十
二
月
甲
申
条
に
も
、

　
　

遣
大
夫
等
奉
新
羅
調
於
五
社
。
伊
勢
。
住
吉
。
紀
伊
。
大
倭
。
菟
名
足
。

と
あ
り
、「
紀
伊
社
」
に
新
羅
調
が
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
紀
伊
大
神
」「
紀
伊
社
」
と
の
表
現
は
、
両
神
宮
を

総
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
七
世
紀
末
頃
か
ら
朝
廷
か
ら
日
前
宮
へ
の
奉
幣

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
松
前
健
氏
は
、
日

前
宮
が
「
朝
廷
に
関
係
を
持
っ
て
来
た
の
は
、
天
武
・
持
統
朝
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る（

（（
（

。
天
磐
戸
神
話
の
中
に
「
紀
伊
国
所
坐
日
前
神
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
が
『
紀
』
に
載
録
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
朝
廷
に
よ
る
奉
幣
の

開
始
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
紀
直
氏
が
奉
祭
す
る
日
前
宮

の
神
威
が
高
ま
り
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏

族
も
増
加
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖
と
し
て
い
る
氏
族
の
う
ち
、
た
と
え
ば
和
泉
国
の
和

田
首
氏
の
本
拠
地
は
、
和
泉
国
大
鳥
郡
和
田
郷
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
地
は
現
在
の
大
阪
府
堺
市
南
区
和
田
を
遺
称
地
名
と
し
て
お
り
、
前
述
し
た

和
泉
国
の
大
村
直
氏
の
本
拠
地
に
程
近
い
場
所
に
あ
る
。
ま
た
、
河
内
国
の
大

村
直
田
連
氏
や
右
京
の
大
村
直
氏
は
、
和
泉
国
の
大
村
直
氏
と
同
族
関
係
に
あ

る
。
さ
ら
に
『
三
実
』
貞
観
元
年（
八
五
九
）十
二
月
廿
二
日
条
に
は
、

　
　

�

従
四
位
上
行
攝
津
守
滋
野
朝
臣
貞
雄
卒
。
貞
雄
者
、
右
京
人
也
。
父
従
五

位
上
家
訳
、
延
暦
十
七
年
改
伊
蘇
志
臣
、
賜
滋
野
宿
祢
。

と
あ
る
よ
う
に
、
延
暦
十
七
年（
七
九
八
）に
は
伊
蘇
志
臣
氏
の
一
部
が
滋
野

宿
禰
姓
へ
と
改
姓
し
て
お
り
、
両
者
は
元
を
辿
れ
ば
同
一
の
氏
族
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
の
中
に
は
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ

を
始
祖
と
す
る
氏
族
と
本
拠
地
が
近
接
し
て
い
る
事
例
や
、
互
い
に
同
族
関
係

に
あ
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
介
し
た

同
祖
系
譜
は
も
は
や
紀
直
氏
と
の
直
接
的
な
接
触
・
交
流
で
は
な
く
、
和
泉
・

河
内
・
大
和
各
国
と
右
京
に
分
布
す
る
氏
族
間
の
関
係
を
背
景
と
し
て
、
広
範

囲
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
同
祖
関

係
に
お
い
て
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
や
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
よ
う
に
紀
伊
国
の
具
体
的
か
つ

現
実
的
な
地
名
を
冠
す
る
始
祖
で
は
な
く
、
日
前
宮
の
由
緒
を
体
現
し
た
始
祖

が
必
要
と
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
高
天
原
を
舞
台
と
し
た
天
磐

戸
神
話
と
の
関
連
性
を
示
す
「
ア
メ
」
を
冠
し
た
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
が
創
出
さ
れ
た
時
期
を
明
確
に
特

定
す
る
こ
と
は
、こ
れ
以
上
の
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
難
し
い
が
、

上
記
し
た
よ
う
に
朝
廷
に
よ
る
日
前
宮
へ
の
奉
幣
が
七
世
紀
末
頃
よ
り
開
始
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
を
一
つ
の
画
期
と
し
て
、
お
お
よ
そ

八
世
紀
前
半
に
は
紀
直
氏
の
系
譜
に
架
上
さ
れ
、
定
着
し
た
も
の
と
理
解
し
て

お
き
た
い
。

　

最
後
に
、カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
し
て
紀
直
氏
と
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏
族
は
、

合
計
三
六
氏
に
上
り
、『
姓
氏
録
』
が
掲
載
す
る
全
範
囲（
山
城
・
大
和
・
河
内
・

摂
津
・
和
泉
各
国
と
左
右
京
）に
分
布
し
て
い
る
。
ウ
ジ
ヒ
コ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・

ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏
族
の
数
は
最
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も
多
く
、
そ
の
分
布
範
囲
も
最
も
広
範
囲
に
亘
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
庭
造

氏
の
本
拠
地
は
、現
在
の
大
阪
府
堺
市
南
区
大
庭
寺
を
遺
称
地
名
と
す
る
。ま
た
、

神
直
氏
は
和
泉
国
大
鳥
郡
上
神
郷
を
本
拠
と
し
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
地
は
現
在

の
大
阪
府
堺
市
南
区
片
蔵（
旧
大
鳥
郡
上
神
谷
村
付
近
）に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
前
述
し
た
大
村
直
氏
・
和
田
首
氏
の
本
拠
地
と
近
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
氏
の
間
に
お
け
る
地
域
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
系
譜
が
結
び
つ

け
ら
れ
た
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
大
和
・
河
内
・
摂
津
各
国
と
左
右
京
に
分
布
す
る
多
米
連
氏
・
多
米

宿
禰
氏
、
摂
津
国
と
左
京
に
分
布
す
る
県
犬
養
宿
禰
氏
・
犬
養
氏
、
山
城
国
に

分
布
す
る
賀
茂
県
主
氏
・
鴨
県
主
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
族
で
あ
る
と
見
ら
れ
、

各
氏
族
の
間
で
系
譜
が
結
び
つ
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

た
だ
し
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
は
工
首
氏
の
み
で
あ

り（
（（
（

、
残
り
の
三
三
氏
族
は
全
て
そ
の
系
譜
を
遡
ら
せ
る
形
で
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
氏
族
が
本
来
的
に
カ
ミ
ム
ス
ヒ

を
始
祖
と
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
系
譜
が
後
次
的
に
カ
ミ
ム
ス
ヒ
へ
結

び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
し
た

い
の
は
、
平
安
時
代
初
期
に
登
場
し
た
「
倭
漢
惣
歴
帝
譜
図
」
で
あ
る
。『
日

本
後
紀
』
大
同
四
年（
八
〇
九
）二
月
辛
亥
条
に
は
、

　
　

�

勅
、
倭
漢
惣
歴
帝
譜
図
、
天
御
中
主
尊
標
為
始
祖
、
至
如
魯
王
・
呉
王
・

高
麗
王
・
漢
高
祖
命
等
、
接
其
後
裔
。
倭
漢
雜
糅
、
敢
垢
天
宗
。
愚
民
迷

執
、
輙
謂
実
録
。
宜
諸
司
官
人
等
所
蔵
皆
進
。
若
有
挾
情
隱
匿
、
乖
旨
不

進
者
、
事
覚
之
日
、
必
処
重
科
。

と
あ
り
、
自
氏
の
系
譜
を
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
動
き

の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
倭
漢
惣
歴
帝
譜
図
」
が
い
か

な
る
書
物
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
主
と
し
て
渡
来
系
氏
族
に
関
す
る
も

の
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
『
姓
氏
録
』
序

文
に
も
、

　
　

�

勝
宝
年
中
、
時
有
恩
旨
、
聴
許
諸
蕃
、
任
願
賜
之
。
遂
使
前
姓
後
姓
文
字

斯
同
、
蕃
俗
和
俗
氏
族
相
疑
、
万
方
庶
氏
、
陳
高
貴
之
枝
葉
。
三
韓
蕃
賓
、

称
日
本
之
神
胤
。

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
天
平
勝
宝
年
間（
七
四
九
～
七
五
七
）に
は
始
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
氏
姓
や
系
譜
に
お
け
る
混
乱
は
、
必
ず
し

も
渡
来
系
氏
族
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア

メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
同
じ
く
造
化
三
神
の
一
で
あ
る
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
取
り
上

げ
る
な
ら
ば
、『
記
』『
紀
』
段
階
で
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
後
裔
を
称
す
る
氏
族
は

見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、『
姓
氏
録
』
段
階
で
は
左
京
に
五
氏
、
右
京
に
六
氏
、

大
和
国
に
二
氏
、
摂
津
国
に
一
氏
、
河
内
国
に
五
氏
、
和
泉
国
に
一
氏
、
合
計

で
二
十
氏
に
上
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
造
化
三
神
な
ど
に
系
譜
を
遡
及
さ
せ
る
動
き

は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
諸
氏
の
間
で
広
く
見
ら
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
対
し
て
も
自
氏
の
系
譜
を
つ
な

げ
よ
う
と
す
る
氏
族
が
増
加
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
。『
記
』

『
紀
』
に
お
い
て
明
確
な
祖
先
伝
承
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
紀
直
氏
も
、
お
そ

ら
く
は
こ
う
し
た
動
き
に
連
動
し
て
、
そ
れ
ま
で
始
祖
と
し
て
い
た
ア
メ
ノ
ミ

チ
ネ
を
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
五
世
孫
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
ら
の
系
譜
と
神
統
譜
と

を
結
び
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
に
な
ぜ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
選

ば
れ
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
い
ず

れ
に
し
て
も
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
し
た
同
祖
系
譜
は
、
一
部
は
各
氏
族
で
の
地
域

的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
系
譜
を
共
有
す
る
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
大
半
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
氏
族
の
動
向
を
背
景
と

し
て
、
紀
直
氏
と
は
直
接
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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以
上
、
紀
直
氏
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
る
人
物（
神
格
）や
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
同
祖
系
譜
を
手
が
か
り
に
、
紀
直
氏
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
き
た
。
内
容
が
多
岐
に
亘
っ
た
の
で
、最
後
に
論
旨
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
は
、
①
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
②
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
、
③
ナ
グ
サ

ヒ
コ
、
④
ウ
ジ
ヒ
コ
、
⑤
ア
ラ
カ
ハ
ト
ベ
、
⑥
チ
ナ
ソ
、
⑦
キ
ミ
ツ
ミ
、
⑧
ワ

カ
ヒ
コ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
紀
直
氏
の
本
宗
に
と
っ
て
の
始
祖（
①

～
④
）、
紀
直
氏
の
本
宗
と
は
別
の
系
統
で
あ
る
が
、
か
つ
て
紀
伊
国
造
を
輩

出
し
た
こ
と
の
あ
る
系
統
に
と
っ
て
の
始
祖（
⑤
・
⑥
）、
紀
直
氏
の
本
宗
と

は
別
の
系
統
で
、紀
伊
国
造
を
輩
出
し
た
こ
と
の
な
い
、い
わ
ゆ
る
傍
流
に
と
っ

て
の
始
祖（
⑦
・
⑧
）に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
①
～
④
を
対

象
と
し
て
、ⅰ
名
義
、ⅱ
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
の
初
見
年
代
、ⅲ
そ
の
人
物（
神

格
）を
介
し
て
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏
族
数
と
分
布
地
域
、
こ
れ
ら
三
点
に

つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
ⅰ
に
つ
い
て
は
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
「
ナ
グ
サ
」
は
名
草
郡
の
郡
名
に
、

ウ
ジ
ヒ
コ
の
「
ウ
ジ
」
は
名
草
郡
内
の
小
地
名
に
そ
れ
ぞ
れ
由
来
す
る
具
体
的

な
名
義
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
や
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
と
も
に
抽
象
的

な
名
義
で
あ
る
。
ⅱ
に
つ
い
て
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
は
す
で
に
『
記
』『
紀
』
段
階

で
見
え
て
お
り
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
も
散
逸
し
た
『
山
城
国
風
土
記
』
に
見
え
て
い

た
可
能
性
が
高
い
が
、ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は『
姓
氏
録
』段
階
に
な
っ

て
よ
う
や
く
初
見
す
る
。
ⅲ
に
つ
い
て
は
、
ウ
ジ
ヒ
コ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
は

一
氏
の
み
で
あ
り
、
分
布
地
域
は
紀
伊
国
に
限
定
さ
れ
る
。
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
始

祖
と
す
る
氏
族
は
計
四
氏（
直
接
の
始
祖
と
す
る
氏
族
は
二
氏
、
系
譜
を
遡
ら

せ
る
氏
族
は
二
氏
）が
見
ら
れ
、
紀
伊
国
・
和
泉
国
に
分
布
し
て
い
る
。
ア
メ

ノ
ミ
チ
ネ
を
始
祖
と
す
る
氏
族
は
計
十
二
氏（
同
じ
く
十
氏
・
二
氏
）が
見
ら
れ
、

紀
伊
・
和
泉
・
河
内
・
大
和
の
各
国
と
右
京
に
分
布
し
て
い
る
。
カ
ミ
ム
ス
ヒ

を
始
祖
と
す
る
氏
族
は
計
三
六
氏（
同
じ
く
一
氏
・
三
五
氏
）を
数
え
、
紀
伊
・

和
泉
・
河
内
・
大
和
・
山
城
・
摂
津
の
各
国
と
左
右
京
に
分
布
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ウ
ジ
ヒ
コ
→
ナ
グ
サ
ヒ
コ
→
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
→
カ
ミ

ム
ス
ヒ
の
順
に
、
ⅰ
地
名
を
含
む
具
体
的
な
名
義
か
ら
抽
象
的
な
名
義
へ
と
変

化
す
る
、
ⅱ
紀
直
氏
の
始
祖
と
し
て
の
初
見
年
代
が
降
る
、
ⅲ
そ
の
人
物（
神

格
）を
介
し
て
同
祖
系
譜
を
形
成
す
る
氏
族
数
が
増
加
し
、
分
布
地
域
が
拡
大

す
る
、
と
い
う
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
紀
直
氏
の
始
祖

が
ウ
ジ
ヒ
コ
→
ナ
グ
サ
ヒ
コ
→
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
→
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
順
で
創
出
・

架
上
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
四
者
が
紀
直
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
を
、
紀
直
氏
の
成
り
立
ち
に
即
し
て
時
系

列
に
整
理
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

五
世
紀
前
半
に
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
対
外
交
渉
の
拠
点
と
し
て
、
紀
伊
水
門

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
の
ち
に
紀
直
氏
へ
と
成
長
す
る
小
集

団
は
ウ
ジ
地
域
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
交
流
を
開
始
し

た
こ
と
で
河
川
交
通
と
海
上
交
通
を
掌
握
し
、
こ
の
こ
と
が
当
該
地
域
一
帯
で

主
導
的
立
場
を
確
立
す
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
五
世
紀
後
半
に
は
ヤ
マ
ト

王
権
の
拠
点
は
難
波
に
移
動
す
る
が
、
そ
の
後
も
紀
直
氏
の
前
身
集
団
は
紀
伊

水
門
を
中
心
に
対
外
交
渉
に
関
与
し
た
。
こ
の
段
階
の
紀
直
氏
の
前
身
集
団
に

よ
っ
て
始
祖
と
さ
れ
た
の
が
、
自
ら
の
拠
点
で
あ
る
「
ウ
ジ
」
と
い
う
地
名
を

冠
す
る
ウ
ジ
ヒ
コ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
紀
直
氏
は
ウ
ジ
地
域
を
拠
点
と
し
な
が
ら
、
の
ち
の
名
草
郡
域
に

ま
で
勢
力
を
拡
大
し
た
。六
世
紀
中
頃
に
は
、そ
の
東
端
に
経
湍
・
河
辺
屯
倉
が
、

西
端
に
は
海
部
屯
倉
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
紀
直
氏
は
こ
れ
ら
の
屯
倉
に

お
け
る
貢
納
奉
仕
を
管
掌
者
と
し
て
紀
伊
国
造
に
任
命
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
王
権
の

地
域
支
配
体
制
に
参
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
紀
直
氏
は
の
ち
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の
名
草
郡
域
を
代
表
す
る
勢
力
と
し
て
、
周
辺
の
和
泉
国
日
根
郡
や
紀
伊
国
那

賀
郡
の
勢
力
、
あ
る
い
は
紀
伊
水
門
を
介
し
て
地
理
的
に
は
隔
絶
し
た
地
域
の

勢
力
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
該
地
域
の
「
ナ
グ
サ
」
を
冠

す
る
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
創
出
し
、
紀
直
氏
が
古
く
か
ら
始
祖
と
し
て
き
た
ウ
ジ
ヒ

コ
や
、他
氏
族
の
始
祖
や
系
譜
を
ナ
グ
サ
ヒ
コ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
祖
系
譜
を
形
成
し
た
。

　

七
世
紀
末
頃
か
ら
八
世
紀
前
半
に
は
、
紀
直
氏
が
奉
祭
す
る
日
前
宮
に
対
し

て
、朝
廷
か
ら
奉
幣
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
の
神
威
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
ウ
ジ
ヒ
コ
や
ナ
グ
サ
ヒ
コ
の
よ
う
に
紀
伊
国
の
具
体
的
か

つ
現
実
的
な
地
名
を
冠
す
る
始
祖
で
は
な
く
、
日
前
宮
の
由
緒
を
体
現
し
た
始

祖
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
高
天
原
を
舞
台
と
し
た
天
磐
戸

神
話
と
の
関
連
性
を
示
す
「
ア
メ
」
を
冠
し
た
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
が
創
出
・
架
上

さ
れ
、
紀
直
氏
と
他
の
諸
氏
族
は
こ
の
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
を
介
し
て
同
祖
系
譜
を

形
成
し
た
。
さ
ら
に
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
諸
氏
族
の
間

で
自
氏
の
系
譜
を
造
化
三
神
な
ど
に
遡
ら
せ
る
動
き
が
発
生
し
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ

に
系
譜
を
結
び
つ
け
る
氏
族
が
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
諸
氏
族
の
動
向
と
連
動

し
て
、
そ
れ
ま
で
明
確
な
祖
先
伝
承
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
紀
直
氏
も
、
ア
メ

ノ
ミ
チ
ネ
を
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
五
世
孫
と
す
る
こ
と
で
、
自
氏
の
系
譜
と
神
統
譜

と
の
結
節
を
は
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
す
る
同
祖
系
譜
は
、
も

は
や
紀
直
氏
と
直
接
に
は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
冒
頭
で
掲
げ
た
問
題
に
立
ち
戻
り
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
『
国
造
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
石
見
・
大
伯
・
吉
備
中
県
・
阿
武
・
淡
道
・
久

味
・
天
草
・
葛
津
立
ら
各
国
造
が
、
紀
伊
国
造
と
同
祖
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
同
祖
系
譜
は
、
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）を
中
核
と
し
、
西
日
本
沿
岸
地
域

に
お
け
る
海
上
交
通
を
媒
介
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
の
う
ち
石
見
・
葛
津
立
の
二
国
造
は
「
紀
伊
国
造
同
祖
」「
紀
直
同
祖
」

と
明
記
し
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
ほ
か
の
諸

国
造
は
い
ず
れ
も
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
ま
で
そ
の
系
譜
を
遡
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
特
に
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
本
章
で
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
重
構
造
は
同
祖
系
譜
が
形
成
さ
れ
た
時

期
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
葛
津
立
国
造（
葛
津
氏
）の
場
合
は
、
海
上
交
通
で
紀

ノ
川
河
口
地
域
に
到
来
し
た
際
、
ま
ず
和
歌
浦
の
「
ワ
カ
」
を
冠
す
る
ワ
カ
ヒ

コ
を
始
祖
と
仰
ぐ
小
集
団
と
関
係
を
結
び
、始
祖
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
ワ
カ
地
域
の
小
集
団
が
、
ウ
ジ
地
域
を
拠
点
と
し
て
の
ち
の
名

草
郡
域
に
ま
で
勢
力
を
拡
大
し
た
紀
直
氏（
の
前
身
集
団
）の
影
響
下
に
組
み

込
ま
れ
た
際
、
ナ
グ
サ
ヒ
コ
を
介
し
て
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）と
同
祖
系
譜
を

形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
六
世
紀
中
頃
が
一

つ
の
基
準
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
石
見
国
造
の
場
合
は
「
紀
直
同
祖
」
と

す
る
以
外
に
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
葛
津
立
国
造（
葛
津
氏
）

と
同
様
の
経
緯
で
、
紀
伊
国
造（
紀
直
氏
）と
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
大
伯
・
吉
備
中
県
・
阿
武
・
淡
道
・
久
味
・
天
草
ら
の
諸
国
造
に
つ

い
て
は
、
お
よ
そ
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
紀
伊
国
造（
紀

直
氏
）が
そ
の
系
譜
を
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
ま
で
遡
ら
せ
た
段
階
で
、
同
祖
系
譜
が

形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

二
通
り
が
想
定
さ
れ
る
。ま
ず
紀
伊
国
造
と
淡
路
国
造
、石
見
国
造
と
阿
武
国
造
、

葛
津
立
国
造
と
天
草
国
造
な
ど
、
地
理
的
に
近
接
し
て
い
る
一
部
の
国
造
に
関

し
て
は
、
お
そ
ら
く
は
海
上
交
通
に
よ
る
直
接
の
交
流
関
係
が
背
景
と
な
っ
て

同
祖
系
譜
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
紀
伊
国
造

（
紀
直
氏
）と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
国
造
が
独
自
に
カ
ミ
ム
ス
ヒ

に
ま
で
系
譜
を
遡
及
さ
せ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
介
し
た
同
祖

系
譜
が
結
ば
れ
た
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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も
っ
と
も
上
記
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
必
ず
し
も

『
国
造
本
紀
』
の
信
憑
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の
国
造
に
と
っ

て
の
始
祖（
た
と
え
ば
大
伯
国
造
に
と
っ
て
の
佐
紀
足
尼
）は
、
系
譜
が
カ
ミ

ム
ス
ヒ
に
結
び
つ
く
以
前
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
言

え
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
従
来
の
分
類
で
一
括
さ
れ
て
き
た
諸
国
造
の
中
に
、

系
譜
形
成
の
段
階
差
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
カ
ミ

ム
ス
ヒ
を
介
し
て
結
び
つ
く
グ
ル
ー
プ
以
外
に
も
お
そ
ら
く
当
て
は
ま
る
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
国
造
本
紀
』
を
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、個
々

の
国
造
の
成
り
立
ち
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

（
１
）	

太
田
亮
『
全
訂
日
本
上
代
社
会
組
織
の
研
究
』（
邦
光
書
房
、
一
九
五
五
年
）。

（
２
）	

鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
』
研
究
の
部（
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
二
年
）。

（
３
）	

新
野
直
吉
『
国
造
と
県
主
』（
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
）、
同
『
日
本
古
代
地
方

制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）。

（
４
）	

篠
川
賢
『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）。

（
５
）	

こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
紀
伊
国
造
に
関
す
る
以
下
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。

拙
稿
「
紀
伊
国
造
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
形
成
過
程
」（『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ

ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
集
』
三
、二
〇
〇
五
年
）、
同
「『
紀
伊
国
造
系
譜
』

の
編
纂
と
書
き
継
ぎ
」（『
早
実
研
究
紀
要
』
四
〇
、二
〇
〇
六
年
）、
同
「
紀
伊
国

造
と
日
前
宮
鎮
座
伝
承
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
三
二
、二
〇
〇
七
年
）、

同
「
紀
伊
国
造
の
系
譜
と
そ
の
諸
本
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
一
〇
、二
〇
〇
八
年
）、

同
「『
紀
伊
国
造
系
図
』
の
成
立
と
伝
来
過
程
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』

一
五
、二
〇
〇
九
年
）、同「
紀
伊
国
造
と
日
前
宮
縁
起
」（『
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
』

十
四
、二
〇
一
〇
年
）、
同
「『
紀
伊
国
造
次
第
』
の
書
写
方
針
と
注
記
」（『
香
川
県

立
文
書
館
紀
要
』
十
五
、二
〇
一
一
年
）、
同
「『
紀
伊
国
造
次
第
』
の
成
立
と
そ
の

背
景
」（『
彦
根
論
叢
』
三
八
九
、二
〇
一
一
年
、
掲
載
予
定
）。

（
６
）	

以
下
、
史
料
に
よ
っ
て
表
記
が
異
な
る
人
名（
神
名
）に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
。

（
７
）	

佐
伯
有
清
・
高
島
弘
志
編
『
国
造
・
県
主
関
係
史
料
集
』（
近
藤
出
版
社
、

一
九
八
二
年
）に
拠
っ
た
。

（
８
）	

篠
川
賢
『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』（
前
掲
）。

（
９
）	

熊
谷
公
男
「
令
制
下
の
カ
バ
ネ
と
氏
族
系
譜
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集 

歴
史
学
・

地
理
学
』
一
四
、一
九
七
九
年
）、
溝
口
睦
子
『
日
本
古
代
氏
族
系
譜
の
成
立
』（
学

習
院
学
術
研
究
叢
書
、
一
九
八
二
年
）、
義
江
明
子
『
日
本
古
代
系
譜
様
式
論
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）な
ど
。

（
10
）	

こ
の
ほ
か
に
ト
ヨ
ミ
ミ
も
、『
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条
に
「
紀
直
祖
豊

耳
」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
ノ
ミ
チ
ネ
・
ナ
グ
サ
ヒ
コ
・
ウ
ジ
ヒ
コ
は

他
史
料
で
系
譜
記
事
に
の
み
登
場
し
、
具
体
的
な
事
績
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の

に
対
し
、
ト
ヨ
ミ
ミ
は
神
功
皇
后
の
朝
鮮
半
島
へ
の
遠
征
に
付
き
従
っ
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
お
り
、上
記
の
始
祖
と
は
や
や
性
格
を
異
に
す
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、

直
接
の
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

（
11
）	

こ
の
ほ
か
に
『
天
孫
本
紀
』
に
は
「
弟
大
新
河
命
。
此
命（
略
）紀
伊
荒
川
戶
俾

女
中
日
女
為
妻
、
生
四
男
」
と
あ
る
。

（
12
）	

拙
稿
「「『
紀
伊
国
造
次
第
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（
前
掲
）。

（
13
）	

栄
原
永
遠
男
「
古
代
に
お
け
る
紀
北
四
郡
の
郷
の
配
置
」（『
紀
伊
古
代
史
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）、
寺
西
貞
弘
「
紀
伊
国
和
名
抄

郷
の
再
検
討
」『
地
方
史
研
究
』
二
五
六
、一
九
九
五
年
）な
ど
。

（
14
）	

日
下
雅
義
「
地
質
と
地
形
」（『
和
歌
山
市
史
』
一
、一
九
九
一
年
）な
ど
。

（
15
）	

薗
田
香
融
「
岩
橋
千
塚
と
紀
国
造
」（『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』
塙
書
房
、

一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）。

（
16
）	

薗
田
香
融
「
大
和
王
権
と
古
代
の
和
歌
山
」（『
和
歌
山
市
史
』
一
、前
掲
）な
ど
。

（
17
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
付
近
の
田
地
に
「
得
津
」
と
い
う
字
が
存

在
し
た
と
い
う
。

（
18
）	

『
和
歌
山
県
史
』
古
代
史
料
一
─
三
二
三
・
三
二
四
。

（
19
）	

本
稿
で
は
、
氏
族
を
政
治
組
織
と
捉
え
、
こ
う
し
た
ま
と
ま
り
は
お
よ
そ
六
世

紀
代
に
形
成
さ
れ
た
と
の
理
解
に
立
っ
て
い
る（
直
木
孝
次
郎
「「
氏
」
の
構
造
に

つ
い
て
」『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』［
塙
書
房
、一
九
六
四
年
］、義
江
明
子
『
日

本
古
代
の
氏
の
構
造
』［
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
］、
中
村
英
重
『
古
代
氏
族

と
宗
教
祭
祀
』［
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
四
年
］、中
村
友
一
『
日
本
古
代
の
氏
姓
制
』

［
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
］
な
ど
）。
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
当
然
、
紀
直
氏

と
い
う
明
確
な
ま
と
ま
り
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期

の
勢
力
に
つ
い
て
、
栄
原
永
遠
男
氏
は
「
紀
氏
集
団
」
と
の
呼
称
を
用
い
て
い
る

が（
栄
原
永
遠
男
『
紀
伊
古
代
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）、
筆
者
は

紀
直
氏
へ
の
連
続
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、「
の
ち
に
紀
直
氏
を
構
成
す
る
よ
う

に
な
る
集
団
」
と
の
意
味
で
、
六
世
紀
以
前
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
「
紀
直
氏
」

と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
「
紀
直
氏
の
前
身
集
団
」
な

ど
と
注
記
す
る
。

（
20
）	

和
歌
山
県
教
育
委
員
会
編『
鳴
滝
遺
跡
発
掘
調
査
外
報
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
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（
二
三
）

一
九
八
三
年
）、
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会
編
『
鳴
滝
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
和

歌
山
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）な
ど
。

（
21
）	

積
山
洋「
古
墳
時
代
中
期
の
大
型
倉
庫
群
」（『
大
阪
の
歴
史
』三
〇
、一
九
九
〇
年
）、

山
尾
幸
久
「
五
世
紀
の
大
和
政
権
」（『
き
の
く
に
文
化
財
』
十
七
、一
九
八
三
年
）、

都
出
比
呂
志
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）な
ど
。

（
22
）	
小
笠
原
好
彦
「
集
落
遺
跡
か
ら
み
た
古
代
の
大
型
建
物
群
」（『
ク
ラ
と
古
代
王

権
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
薗
田
香
融
「
古
代
海
上
交
通
と
紀
伊
の

水
軍
」（『
日
本
古
代
の
貴
族
と
地
方
豪
族
』
前
掲
、
初
出
一
九
七
〇
年
）、
山
中
敏

史
「
律
令
国
家
の
成
立
」（『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六

年
）な
ど
。

（
23
）	

栄
原
永
遠
男
「
鳴
滝
倉
庫
群
と
倭
王
権
」（『
紀
伊
古
代
史
研
究
』
前
掲
、
初
出

一
九
九
四
年
）。

（
24
）	

拙
稿
「「『
紀
伊
国
造
次
第
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
」（
前
掲
）。

（
25
）	

こ
の
時
に
立
て
ら
れ
た
の
は
「
名
草
評
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
煩
を
避
け
る
た
め
『
国
造
次
第
』
の
表
記
に
従
っ
て
「
名
草
郡
」
と
し
て
お
く
。

（
26
）	

屯
倉
の
設
置
記
事
は
『
紀
』
で
は
継
体
朝
か
ら
欽
明
朝
に
か
け
て
、
特
に
安
閑

朝
に
極
端
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
設
置
年
代
を
潤
色
と
す
る
見
方
が

あ
る（
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
［
岩
波
書
店
、一
九
五
〇
年
］
な
ど
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
屯
倉
の
設
置
は
す
で
に
『
紀
』
景
行
五
十
七
年
十
月
条
に
見
え

て
お
り
、
安
閑
朝
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
年
代
を
積

極
的
に
評
価
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る（
大
川
原
竜
一
「
国
造
制
の
成
立
と
そ
の

歴
史
的
背
景
」『
駿
台
史
学
』
一
三
七
、二
〇
〇
九
年
）。

（
27
）	

舘
野
和
己
「
屯
倉
制
の
成
立
」（『
日
本
史
研
究
』
一
九
〇
、一
九
七
八
年
）、
仁

藤
敦
史
「
古
代
王
権
と
ミ
ヤ
ケ
制
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
三
三
、二
〇
〇
五

年
）な
ど
。

（
28
）	

吉
田
晶
『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
論
』（
東
京
大
学
出
版
、
一
九
七
三
年
）、
舘

野
和
己
「
ミ
ヤ
ケ
と
国
造
」（
吉
村
武
彦
編
『
古
代
を
考
え
る 

継
体
・
欽
明
朝
と
仏

教
伝
来
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）、
大
川
原
竜
一
「
国
造
制
の
成
立
と
そ
の

歴
史
的
背
景
」（
前
掲
）な
ど
。

（
29
）	

こ
の
ほ
か
に
『
記
』
崇
神
段
に
は
「
木
国
造
名
荒
河
刀
弁
」、『
天
孫
本
紀
』
に

は
「
紀
伊
国
造
智
名
曾
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
伝
承
上
の
人
物
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
実
際
に
国
造
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
遡
ら
せ
て
記
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）	

栄
原
永
遠
男
「
紀
氏
と
倭
王
権
」（『
紀
伊
古
代
史
研
究
』
前
掲
）。

（
31
）	

具
体
的
事
例
と
し
て
は
、拙
稿
「
甲
斐
国
造
の
「
氏
姓
」
に
関
す
る
再
検
討
」（『
日

本
史
研
究
』
五
八
四
、二
〇
一
一
年
）参
照
。

（
32
）	

薗
田
香
融
「
岩
橋
千
塚
と
紀
国
造
」（
前
掲
）。

（
33
）	

薗
田
香
融
「
岩
橋
千
塚
と
紀
国
造
」（
前
掲
）。

（
34
）	

祭
神
・
御
神
体
に
つ
い
て
は
古
来
よ
り
種
々
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現

在
の
日
前
宮
で
は
「
神
鏡
を
以
て
日
前
大
神
ノ
御
神
体
と
為
し
、
日
矛
を
以
て
国

懸
大
神
ノ
御
神
体
と
為
す
」
と
す
る
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
解
釈
を
採
用
し
て
い
る
。

本
稿
で
も
こ
の
説
に
し
た
が
っ
て
お
き
た
い
。

（
35
）	

松
前
健
「
日
前
・
国
懸
神
宮
の
祭
神
と
古
代
宮
廷
」（
菊
地
康
明
編
『
律
令
制
祭

祀
論
考
』
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）。

（
36
）	

工
首
氏
は
他
に
見
え
ず
、
な
ぜ
こ
の
一
氏
の
み
が
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
直
接
の
始
祖

と
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
に
ま
で
系
譜
を
遡
ら

せ
る
氏
族
の
中
に
は
、
爪
工
連
氏（
左
京
神
別
中
・
和
泉
国
神
別
）が
お
り
、
佐
伯

有
清
氏
は
工
首
氏
と
爪
工
連
氏
が
「
関
係
が
深
い
氏
族
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る（
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
編
第
六
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
）。
と
す
る
な
ら
ば
、
爪
工
連
氏
と
同
様
に
、
工
首
氏
も
元
来
は
独
自

の
始
祖
を
持
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
部
分
が
脱
落
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
37
）	

吉
村
茂
樹
「
倭
漢
惣
歴
帝
譜
図
に
つ
い
て
」」（『
ソ
フ
ィ
ア
』
九
─
二
、一
九
六
〇

年
）、
菅
澤
庸
子
「『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
け
る
姓
意
識
と
渡
来
系
氏
族
」（『
史
窓
』

五
八
、二
〇
〇
一
年
）、
佐
伯
有
清
「
日
唐
の
古
代
氏
族
と
『
新
撰
姓
氏
録
』」（『
東

ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
一
一
、二
〇
〇
二
年
）、
保
立
道
久
「
日
本
史
に
お
け
る

系
譜
・
系
図
史
料
」（『
東
ア
ジ
ア
の
族
譜
資
料
の
構
造
と
活
用
方
案
の
研
究
』
韓

国
江
原
大
学
校
産
学
協
力
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
〇
九
年
）な
ど
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｃ
「
日
本
古
代
の
国
造
制
と
地
域
社
会
の
総
合
的

研
究
─
国
造
制
研
究
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
─
」（
課
題
番
号22520689

）の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。



The Formation and Development of 
"Kii-no-Kuni-no-Miyatsuko"

Masanobu　Suzuki

In this article , at first , I compared the ancestor of "Ki-no-Atai" clan. The ancestor of "Ki-no-
Atai" clan is , "① Kami-musuhi" , "② Ame-no-michine" , "③ Nagusa-hiko" , "④ Uji-hiko" , "⑤
Arakawa-tobe" , "⑥ Chinaso" , "⑦ Kimi-tsumi" , "⑧ Waka-hiko". Of these, as a result of having 
analyzed ①～④ , in order of "Uji-hiko" , "Nagusa-hiko" , "Ame-no-michine" , "Kami-musuhi" , 
their names become abstract from a concrete. These appear by this order. And, in this order 
, the number of same families increases. Furthermore, those distribution area spreads out, 
too. Therefore, it is thought that the ancestor of "Ki-no-Atai" clan was made in this order. 
Then, I considered it's process . In the first half of the fifth century, "Kii-no-Minato" was a 
diplomatic foothold of " The Yamato Dynasty ". It's center was a "Uji-area". Therefore the 
ancestor of "Ki-no-Atai" clan was named "Uji-hiko". The sixth century middle , The power 
of "Ki-no-Atai" clan spread through "Nagusa-area". Therefore the ancestor of "Ki-no-Atai" 
clan was named " Nagusa-hiko". From around seven end of century eight century first half , 
"Nichizen-gu" that "Ki-no-Atai" clan enshrined was worshiped. Therefore the ancestor of "Ki-
no-Atai" clan was named " Ame-no-michine ". And, from eight century latter halves the ninth 
century beginning , the number of clans who make "Kami-musuhi" an ancestor has increased. 
Therefore the ancestor of "Ki-no-Atai" clan was named "Kami-musuhi".The genealogy of "Ki-
no-Atai" clan was formed in this way.
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（
二
四
）




